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イケメン年下上司が思いもよらず積極的で！









［著］如月一花
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　こんなことでもしなきゃ、結婚なんて出来ない。

　そう思って来た婚活パーティーだったが、秋村あきむら京子きょうこはまだ誰とも連絡先を交換できずに薄紫色のＡラインのワンピースを着て立ち尽くしていた。

　今日だけは黒髪を一つに結ぶのではなく、シニヨンにして少しでも目を引こうと努力したが、無駄に終わっている。

　立食形式のパーティーで、自分から積極的に話さないといけないのが最悪だった。

　前もって参加者のリストは渡されているから目星の男性を選んで声を掛けるだけだが、それが京子にとっては苦手なことだったのだ。

　結婚の二文字がちらつく三十歳。

　プロフィールには京子の年齢も職業も書かれていて、参加者の女性の中では年齢は上の方だ。二十台後半の女性が多い中、京子は行き遅れを取り戻すように男子に声を掛けまくる野獣のような女子になりたくはなかった。

　恋愛には奥手じゃないが、こんな風に恋愛、結婚への行動力を試されてしまうと逆に萎えてしまう。

　飲み物片手にリストを改めて見ていると、ふと、気になる男性が一人いた。

（奥村係長？　なんで？　奥村おくむら正ただしって係長よね）

　写真とプロフィールをまじまじ見てから、本人を探す。

　すると、紺色のジャケットにチェックのシャツを着てグレーのチノパンを履き、ふわりとゆるくカールした黒髪を整えた奥村がいる。壁にもたれて京子と同じように悩んでいるようだった。

（サガミ飲料企画部二課の若手エースが、なんでこんなところに）

　考えてみても答えは出そうにない。

　京子が勤めるサガミ飲料は大手飲料メーカーで気楽に飲める緑茶、コーヒーなどを開発している。

　どこでも買えて、パッケージもおしゃれなことから人気がある飲料メーカーだ。

　その主力とも言える企画部二課の若手エースが奥村なのだ。

　二十六歳にして係長に昇進して、すでに主力商品のチームにも参加している。

　とはいえ、奥村は結婚相手に悩んで、婚期を逃すような男性じゃない。

　まだ二十六歳で会社でも昇進コースを約束されている。

　京子のように役立たずのまま企画部にいることはないはずだし、自らアプローチしなくても、女子が群がってくると思うのだが。

（仕事もうまくいかない、結婚もだめって時に、何でも出来る奥村係長と会うとは、気まずい）

　奥村が悩んだ顔をしているので、京子はクスリと笑ってしまう。

　会社じゃ難しい顔をして、手厳しいことしか言わないし、あまり話さないで仕事ばかり。

　何かに悩まされている様子なんてあまり見たことがない。

　ここは人生の先輩として声を掛けるべきだろうと思い、京子は奥村に近づいた。

　すると奥村がギョッとした顔を見せる。

「な、何で秋村さんが」

「奥村係長こそ」

　奥村は恥ずかしそうに頬を染めると、顔を逸らした。

「コミュニケーションの練習がてら……」

「そういえば、係長って仕事中は無口ですもんね。プライベートもですか？」

「いや、別にいつも無口じゃないんですけど」

　オドオドするので、京子は首をかしげた。

　いつもの彼なら堂々と話すところなのに。恥ずかしいところを見られてしまったと思っているのか困っているようだ。

（流石に、奥村くんもまだまだ若いってことよね）

「秋村さんは？」

　そう上目遣いで聞いてきた奥村から普段の厳しい雰囲気は消えていて、そのせいか今日は可愛く見える。

「私は、周りから取り残された感があるので、やむなく」

「別に急がなくても」

「ですよね。私も焦って婚活パーティーなんて来るんじゃなかったと思っていて。想像していたよりハードル高いんですもん」

「初対面の人に付き合ってくれとか、友達になりませんかとか、俺も言えるタイプじゃないので、正直厳しいです」

「一緒ですね。でも意外。奥村係長は――」

「奥村くんでいいですよ。プライベートだから」

　奥村がくりんとした目で訴えてきたので、京子もにこやかに応じた。

「では。奥村くんで。婚活パーティーが面倒くさくなっていた時に、奥村くんを見つけられてよかったです」

「俺も帰ろうかと思っていたから、秋村さんがいてよかったです」

「少し話しますか？」

　京子が微笑むと何故か奥村の耳が真っ赤に染まる。

　首を傾げると、飲み物を持ってくると言って、そのままドリンクバーに行ってしまった。

（仕事とプライベート、全然違う。確かに、奥村係長、もとい奥村くんは女子とのコミュニケーションの練習した方がいいわ）

　クスクス笑っていると、奥村は京子の分のドリンクも一緒に取って来てくれたようで、手渡してくれた。空いていたグラスをどうしようかと思っていると、奥村がすっと手を出してくれる。

　手渡すと、手が触れ合った。

「す、すみません」

「え？」

「すぐに戻りますので」

「はあ」

　京子の空いたグラスを近くにいた店員に渡す奥村の頬は真っ赤だ。

　近くで見ると、目も潤んでいる。

「奥村くん、もしかして具合でも悪いですか？」

「いえ！　元気です」

「そうですか？」

　奥村がドリンクを一気飲みするので、京子は心配になった。

　普段の彼は会議をするにしても、誰かと話すにしても、自分の意見をはっきり言うし、年上だろうが関係なく、間違いを指摘する。

　プライベートを見られて困っているのだろうか。

「あの、お互いに今回のことは黙っていましょうね」

「それは、もちろん！　と、ところで。秋村さんのワンピース可愛いですね」

「ああ、これは安物で」

「会社じゃスーツですから、新鮮です」

「ありがとうございます」

　奥村がニコニコしながら言うので、京子まで頬を染めることになった。

　普段とは違う服を着たくらいで褒めてくれる友人もいないし、親が褒めてくれる年齢でもない。お世辞でも褒めてくれたことは嬉しい。

　三十歳になって思うのは、自分のことは自分で喜ばせないといけないということ。

　奥村は優しいのかもしれない。

「奥村くんは、何もしなくてもモテるでしょう？」

「モテませんよ。仕事中は厳しいですし」

「そういえば、来年にまた昇級するって噂本当？」

「辞令が出たわけじゃないですが、上層部がそう働きかけてくれるそうです」

　奥村が照れたように頭を掻いた。

　短めに切り揃えた癖毛がふわふわ揺れている。

　ここまでのスピード出世だと嫉妬するどころか羨ましいと思えてくる。

　奥村の冷たそうな眼差しも、厳しい言葉を発する薄い唇も、ここで今話していると優しそうに見えてきた。そして、やっぱり可愛く思える。

「秋村さんも結婚より仕事ですか？」

「そうしたいんだけど、実際厳しいでしょ？　私なんてまだ社内のリーダーよ」

　そう言うと奥村は寂しそうな顔をする。

「そうでしたね。うちの会社、女性に厳しいというか」

「出世して、奥村くんがなんとかしてよ」

　京子はいつの間にかくだけた口調で話していた。

　その方が奥村と楽しく話せると思ったからだ。

「頑張ります」

　奥村が真面目に言うので、京子の方が虚しくなってきた。

　必死で仕事を頑張っても無駄なのはよく分かっているから、婚活なんてしているのだ。

「本気にしないで。もういいの。私、もう結婚しないとやばいって思ってるから、会社のことに興味はないのよ」

「結婚。婚活。本気なんですね」

　奥村が声の調子を低くした。

　恥ずかしいが、こんな場所で会ってシラを切るなんて無理だろう。

　会社のことは諦めたし、周りからの視線も気になっているし、結婚に逃げたい。

「いい人がいればいいんだけど」

　京子が苦笑すると、奥村がじっと京子を見つめて来た。

「たとえばですけど、どんな人が好みなんですか？　プロフィールには、仕事ができて、家庭のことを手伝ってくれればいいと書いてありますが」

「見たの？」

「はい。実は知っていました。それで、どんな人が本当は好みなんですか？」

　奥村が顔を覗くように訊いてくるので京子は恥ずかしくなってくる。

　そのプロフィールに書いたことは、本当のことばかりだ。

「そこに書いてある通りよ。私、結婚しても働けるし、家事をしてくれる旦那さんなら誰でもいいかなって。あと、優しい人かな！」

　京子は調子に乗って言った。

「年収を書いている人もいますが、いくら位稼いでいる人とか、趣味が同じ人とかないんですか？」

「うーん。まあ、付き合ってみたら、後から気になるところも出てくると思うけど、ひとまず年収は関係ないわね。それから趣味も関係ない。彼氏と同じことしたいタイプじゃないから」

「誰でもいい、ですか？」

「この年だから、それなりに高望みしないようにしないと」

　京子は恥ずかしくなって奥村からリストを取り上げたい気分になった。

　そこには京子のプライベートなことがたっぷりと書いてある。

　もちろん、京子の持っているリストに奥村のことも書いてあるが、今は目の前で見る必要もないだろう。

「それって。秋村さんのことを好きな男性なら誰でもいいってことですか？」

「そうね」

「誰でもですね？」

「そうよ。まあ、生理的に無理な人は遠慮するけど」

「たとえばどんな！」

　奥村が身を乗り出して聞いて来たので、京子は奥村の肩に手を置いた。

「私のこと知るより、もっと若い子が沢山いるじゃない。同年代の人もいるし。奥村くんルックス良いんだから、他の人に声掛けてきたらどう？」

「もしかして、俺、うざいですか」

「いや、私と話してたら、時間が勿体無いだけ。会社でも話せるのに」

　そう言うと、奥村がしゅんと肩を落とした。

「じゃあ、他の人と話してきます。まだここに居てくださいね」

「いるわよ。フリータイム長いんだし」

　奥村はじとっとした目で京子を見ると、そのまま女性に声を掛けに行った。

　その姿を見て、京子はどこか胸の奥がじんと痛む気がする。

（若者は若者同士で。私は同じ世代の人を探そう）

　そう思って辺りを見回すと、同世代と思しき男性は若い女性に鼻の下を伸ばしている。

（私は眼中にないか）

　ため息を吐くと、そのまま壁にもたれて立ち尽くした。

　結局、収穫はなさそうだ。

　ただ奥村と仲良く喋っただけ。参加費を返して欲しいくらいだ。

　帰りはどこかの立ち飲み屋にでも寄ろうかと考えていると、奥村がすっと戻ってきた。

「フラれました～」

「嬉しそうだけど」

　奥村が満面の笑みで戻ってくるので、京子まで嬉しくなりそうだ。

「私と話しても、社内と変わらないと思うんだけど？」

「いえいえ。普段知らない部下のことを知るのは良いことですから。それで、秋村さんの好きな食べ物は、プロフィールによると、砂肝……。渋いですね」

「お酒好きなの」

「じゃあ、帰りに飲みますか？」

　その言葉に、京子は困り果てた。

　奥村と何を話せば良いのか思いつかないし、まるで奥村と親密になったことが婚活の成果みたいだ。

　そう考えると恥ずかしくてたまらない。

「今日は遠慮するわ」

「……そうですか」

　そう言うとしゅんとしてしまったので京子も困った。

　普段見ている奥村と真逆なのだから。

　そんなことをしているうちに、フリータイムが終わってしまう。

「私と話してるだけでよかったの？」

「はいっ」

　満足気な奥村の真意を確かめることは出来ないが、京子も心の奥がふわふわしていた。

　普段言われないような優しい言葉をもらった上に、奥村と楽しく会話したからだろう。

　成果は出せなかったが、心地よさに包まれていた。

　お互いに婚活パーティーに来たことは内緒だが、これをきっかけに頑張れそうだと京子は帰宅しながら考えていた。

　婚活パーティを終えて電車に揺られていると、車内でふとスマホが振動した。

　見てみると奥村だ。

（そうだ。連絡先、交換したんだ）






『お疲れ様です。明日から頑張りましょう』

『今日はありがとうございました。お互いに婚活で成果が出るといいですね』






　奥村とそんなやり取りを終えると、また胸の奥がキュッと掴まれるような気がした。

（でも、彼は年下の上司だし。普段は話さない人だから）

　自分に言い聞かせてみるものの、普段見ない顔を見たせいか、奥村のことが頭から離れなくなってしまっていた。
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　翌日、会社に出社すると、奥村はすでにパソコンに向かって仕事を始めていた。

　奥村が早朝に出社し一人黙々と仕事に打ち込んでいるのは有名で、毎朝預かっている資料を隅々まで点検しているのだ。

　京子が奥村に出した資料も、今頃細かくチェックされているだろう。

　昨日の甘酸っぱい日常はどこへやら。

　席についてパソコンの電源を入れると、隣に座る同期の岸田きしだ未知みちが椅子を転がして顔を近づけてきた。

「どうだった？　初婚活パーティー」

「惨敗だったわ」

「やっぱりね。三十歳過ぎると、男は相手にしなくなるのよ。どんな服着た？　やり過ぎ感ない服選んだ？」

「ただのワンピース」

「露出多めじゃない？　男子は無難なやつがいいんだって」

　未知は楽し気に話し出す。

　同じく三十歳で、彼氏なし、彼女も独身だから先を越されないか心配なのだろう。

　同時に、婚活パーティーに興味があるらしい。

　京子も未知も黒のロングタイトスカートに白シャツを着て、大人しめな格好をしている。

　髪の毛も一つに束ねただけだ。

　結婚に焦るものの、服はどんどん地味になっていく。

「まあ、いい人はいたわ」

「だれっ！」

　未知の顔が近づいてきて、京子は顔を引き攣らせる。

「奥村係長」

「は？」

　未知は意味が分からないと、首を傾げた。

「婚活パーティーに……はっ」

（誰にも言わない約束だったのに、私ったらつい…！）

　慌てて話題を逸らそうと考えるものの、昨日のパーティでまともに話したのは奥村くらいだ。

　成果と呼べるものも奥村と話したことくらい。

　しかも、少し浮かれているのだから、思わず言いたくなる。

「もしかして、そのパーティーにいたの？　あの奥村係長が？」

　京子はうなずくことしかできなかった。

「言わないで。お互いに黙っておく約束だったの。私、まともに話したの奥村くんだけで」

「奥村く～ん？」

　未知の声がひっくり返って、わざとらしく驚いてみせる。

「昨日は会社のことを忘れようって話で……」

　チラリと奥村を見れば、鋭い目で京子を見ている。

　どうやら声が辺りに聞こえているようだ。

（ごめんなさい！）

　謝るように頭を下げるが、奥村からはなんの反応もない。

「未知、黙って。声が大きい！」

「だって、信じられないんだもん」

「同じ苗字の人がいたの！　係長がいるわけないでしょ!?」

「いるっていわなかった？」

「いないわよ。同じ苗字の人と仲良くなっただけ！　それでね、その人がものすごいイケメンでね！　未知も婚活するといいと思うよ」

　京子は必死で話題を逸らそうと、早口で捲し立てた。

　未知はイケメン好きで、アイドルの追っかけをしている。

　本人曰く、アイドルの追っかけを許してくれる人じゃないと結婚はできないと決めているらしい。

　京子が必死に未知の目を見ていると、探るのをやめてくれた。

「確かに奥村係長が婚活パーティーにいるなんて、想像も出来ないわ」

「でしょ？　さ、仕事っ！」

　慌てて未知を席に戻してほっと一息吐いた時だ。

　すっと隣に人気を感じて、京子は顔をあげた。

　そこには奥村が顔を引き攣らせて佇んでいる。

「奥村係長」

「ちょっと、いいかな」

「はい」

（やばい。仕事だと、めちゃくちゃ怖いんだった）

　フロアから引っ張り出されるように使用していない会議室に呼び出されると、京子は肩をすくめた。

　奥村はカーテンを開けて、窓際に寄りかかる。

　京子は昨日見た、少しオドオドした雰囲気を少しも奥村から感じることなく、俯いた。

「ごめんなさい！　うっかりしました！」

　頭を下げると、奥村から深いため息が聞こえてくる。

「仕事の立場上、婚活行ったってバレると困るんですよ」

「でも、なんとかごまかせたんじゃない？」

「まあ、俺じゃないと思ってますけど。念のため、付き合っておきますか」

「え？」

　奥村の提案の意味が分からず、京子は目を点にした。

　聞き間違いじゃなければ、奥村と付き合うと提案されたようだが、そんなことをして、メリットなんてあるだろうか。

　それこそ、婚活で二人が知り合ったことがバレそうだが。

「そんなことしたら、未知が勘づくわよ」

「要は、これ以上ボロを出さないように見張るためだと思ってください」

「でも、接点あることバレない？」

「バレないです。秋村さんと俺は普段口を聞きませんし、婚活に俺は絶対に行ってないと言い切りますから」

「そ、そう」

（なんか、すごい自信だけど。コミュニケーションのためとか言って婚活に来てたじゃない）

　思い出して、京子はクスクス笑い出す。

　奥村が気付いてムッとした顔をするが気にしていられなかった。

　昨日との差が激しくて、普段どれだけ気を張っているのか想像してしまったのだ。

「そんなにおかしいですか？」

「ううん。奥村くん。普段頑張りすぎじゃない？」

「だって係長ですからね」

「そうだけど、その前にまだまだ若いんだから」

「……若い、ですけど」

　そう言うと奥村の顔が曇った。

「とりあえず、俺たちは今日から付き合いだしました。帰りはデートですからね」

「えっ？」

「当たり前ですよね？」

「いいの？　別にそこまでしなくても」

　言いつつ、京子は嬉しくなっていた。

　男性ときちんと付き合うのは何年ぶりだろう。

　大学時代の二十歳のころに付き合った人がいた。その人に初めてを捧げたが、体が快感を覚えるまでもなく、少し深い仲になると自然消滅してしまった。

　デートをしたり甘い言葉を言われたりしたとは思うのだが、記憶の彼方だ。

　けれど今度は年下とはいえ会社の上司。

　しかも社内恋愛だ。

（奥村くんは遊びかもしれないけど、社内恋愛とはハードル上がるなあ。バレないようにしないと）

　京子は苦笑いしていると、奥村は咳払いした。

「資料作り、いつも丁寧で抜けもなくていいです」

「ありがとうございます。いつもの仕事なので」

「会議の資料、お願いしてもいいですか？」

「わかったわ。他には？」

「あ、あの……。お茶、淹れてくれると嬉しいです」

「お茶？　コーヒーじゃなくて？」

「どっちでもいいので、後でください」

　奥村はまた耳朶を染めている。

　なんで恥ずかしがっているのだろうと思うが、年上を相手に戸惑っているのだと思った。

　京子を相手に付き合うと宣言するなんて、本当にいいのだろうか。

　自分の年齢を気にするせいか、京子も期待してしまいそうな気持ちに蓋をしている状態だ。

「先に戻ります」

「お茶、持っていきますね」

「ありがとうございます」

「いつでも気軽に頼んでください」

「……はい」

　照れた顔を見せられると、京子まで胸がときめいてしまう。

　お茶くみは各自、もしくは新人の仕事と決まってから、京子がその手の雑用をすることは無くなった。

　奥村と話す時は、チームで決まった企画案の資料を手渡す時や、報告がある時程度。

　年下の奥村が上司だと、いつもやりにくさを感じていた。

　それでなくても厳しくて、企画案が通ることも稀だし、細かい指摘も多い。

　まともに仕事に打ち込んでないとわかると、強引に企画出しをさせられて、仕事と向き合わされる。のんびりする暇もなく、営業に行ったり企画を考えたりして、奥村の様子を伺う社員がほとんどだ。

（まさか、付き合うことになるとは）

　信じられないと思いつつ、給湯室に向かい奥村のマグカップにお茶を淹れる。

（奥村くん、緑茶好きか。渋いなあ）

　そして自分の分も淹れると、二つのカップを持って企画部のフロアに急いだ。

　一つは自分のデスクに持っていき、もう一つは奥村のデスクに運ぶ。

「どうぞ」

「ありがとう」

　先ほどと違って、目も合わさないので京子はまたクスッと笑いそうになる。

　すぐに退散しようと思った時だ。

「美味しいです。秋村さん」

「え？」

　目を丸くして驚くと、奥村が続けた。

「お昼休みが終わったら、また淹れてください」

「は、はい」

（他人のフリしなくていいの？　そんな気安く話してたら、色々とバレるわよ？）

　目で合図を送るが奥村はしれっとお茶を飲んでいる。

　仕方ないと思いデスクに戻ると、未知が興味津々で椅子を転がしてきた。

「やっぱり二人ってなんかない？」

「なんもない」

「奥村係長って雑用を誰かに頼んだことあった？」

「知らないわよっ。仕事があるから」

　未知を力任せに追い払うと、奥村から頼まれていた資料作りに取り掛かる。

　リズミカルにキーを打っていると、ふと視線を感じた。

　なんだろうと思って顔を上げると、奥村が自分の席からじっと京子を見つめている。

「なっ！」

　思わず声が出てしまい、慌てて口で抑えた。

　口止めの為に付き合うことになったはずなのに、そんな熱っぽい視線を送ったら逆効果じゃないのか。

　ジト目で見つめ返すと、奥村は恥ずかしそうに頬を染めている。

（見つめ合ってるわけじゃないわよ！　本気で付き合ってるつもりなの？）

　一体どういうことだと呆れてしまうが、まずは仕事だとパソコンに向き合った。

　カタカタとキーを打っていると、スマホが振動する。

　なんだと思い見れば、奥村からメッセージだ。

『昼ごはん、一緒に食べにいきませんか』

（なんでそうなるの！）

『付き合ってるんだから、いいですよね』

（口止めで付き合ってるわけで、そこまでしなくてもいいじゃない）

　京子は混乱した。

　奥村のことは嫌と言うほど分かっている。

　この資料を真面目に作っているのだって、本気でやらなければ奥村から叱責されるからだ。年上だろうと関係なく、奥村は言いたいことをはっきり言ってくる。

　仕事だから当然だと、何人もの年上に向かって言い捨てた。

　それが、この甘えっぷり。

「西崎さん。ここ、資料追加してください。説明が足りません。味だけでなく、どんな風味か色か、原材料が何かもよく調べて書くこと」

「わかりました」

　京子がもやもやしている間も、同期が注意を受けている。

　これが本来の奥村だ。

「松田さん、企画書できましたか？　以前のようなつまらないものは見せないように。間違っても他社のパクリなんて見たくないですよ」

「……すみません」

「今回の企画をきちんと見て、提案したいものを精査していきましょうか。夏、特に柑橘系、変わったフルーツをイメージした飲み物を提案すること、この方向は間違っていないと思いますから」

「わかりました！　企画練り直します！」

「ええと、門脇！　これ！　以前にも似た案出していたぞっ。自分が飲みたい物にこだわり過ぎるのは悪い癖だ！　二課は変わり種勝負だから、柔軟に考えろっ」

　目の前で繰り広げられている奥村の仕事の姿勢に、改めてメッセージの相手が別人に思えてくる。

　口止めの為に付き合うなんてことをしなくても、京子に黙ってろと脅すだけでも十分効果がありそうだ。

　メッセージの返事をどうしようかスマホを握りしめて悩んでいるとまたスマホが振動した。

『言うこと聞いてくださいよ。婚活パーティーのことバラされたくないでしょう？』

（バラされて困るのは奥村くんでしょ！）

　メッセージに突っ込みつつも、京子の頬は緩んでいた。

　こんな温かい気持ちになるのは久しぶりだ。

『美味しいお店、二人が一緒だとバレないところならいきます』

『すぐに見つけますので。帰りはどこか行きたいですよね？』

（すっごい積極的）

　京子は思わず顔を引き攣らせた。

　目の前で難しい顔をして仕事をこなしている奥村本人とは思えない。

『じゃあ、適当にぶらぶら歩きたいです』

『夜景を見ながら散歩。いいですね』

（適当でいいのにな）

『仕事します』

　そう送ってから奥村を見てハッとした。

　スマホを握りしめたまま固まっている。

（なんで私の一言に傷ついてるの!?）

　よく分からないと思いつつ、そんなやり取りが楽しくてたまらなくなりそうで、京子は奥村と距離を置くためにもそれ以上は返事をしなかった。

　作っている資料もあるし、奥村との接点は作ろうと思えばいくらでも作れる。

　資料を黙々と作っていると、時間はあっという間に過ぎていったが、なんとか昼休み前には出来上がった。

　プリントした資料を奥村に持っていくと、彼は明るい顔をして、子犬のように嬉しそうに笑いかけてくる。

「お忙しいところすみません。頼まれていた資料です」

「ありがとう。午後も仕事を頼んでいいかな」

「え……はあ」

　京子は戸惑いつつ、引き受けてしまった。

　このまま奥村の言いなりでいいのかと思っていると、彼は鋭い眼差しで資料を見つめている。

　そんなギャップにまた胸がときめいてしまう。

「特に問題はありません。資料作りばかりで申し訳ないのですが、お願いします」

「わかりました」

　京子が席に戻ると、スマホが振動した。

　今度はなんだろうと反射的に見ると奥村からだ。

『資料の出来、最高にいいですね。では、お昼にしましょう。お腹が空きました』

（子供みたい）

　クスクスと笑ってしまうと、未知が不思議そうにこっちを見てきて慌ててスマホを別の画面にした。

「先にお昼にするね」

　未知に声を掛けると、不審そうな目を向けられる。

「なんか嬉しそうじゃない」

「気のせいよ」

　スマホを握りながら、エレベーターに乗り込むと、奥村から待ち合わせ場所が送られてきた。

　会社近くのコンビニで待っているらしい。

　まるで本当の恋人同士みたいだと思い込んでしまうが、はっとした。

（婚活パーティーに行ったことの口止めのため。浮かれても良いことないじゃない）

　現実を突きつけられて、がっくりしそうになるが目の前に奥村が現れると京子の胸は自然と弾んでいた。

「この路地裏に、美味しいパスタの店があるので行きましょうか」

「うん。バレない？」

「最近見つけたので、大丈夫です。もちろん個室ですから」

「じゃあ、大丈夫かな」

　会話をしているだけなのに、京子は楽しくなっていた。

　奥村がこんな風に甘えてくるのだって信じられない。

　そんな彼と二人きりで食事なんて、何を話したらいいのか分からず混乱ばかりだった。
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　奥村と付き合いだして一週間が経った。

　相変わらず、お茶を淹れてくれだの、コピーを取ってくれだの、京子に雑用を頼んでくる。

　もちろん、資料作成もお願いされるので奥村のためにかなり働いている状態だ。

　同時にその労いとばかりにお昼をご馳走になったり、夜はデートをしたりと、日々充実していた。

　特に夜はただブラブラ夜景を見ながら歩くだけなのだが、京子にとっては心地よい緊張感で、奥村に対して日に日に気持ちが傾いていくのを感じてしまう時でもある。

　彼はルックスが良いのだし、会社では見せない少し疲れた表情を近くで見ていると、本当に彼女になってしまったんじゃないかと思えてくる。

　夜景も綺麗なところばかり選んでくれるので、仕事で疲れていても心地よく帰宅できた。

　家に帰るにしても、奥村は最寄りの駅まで送ってくれ、本当の彼女の気分を味わい尽くしてしまった。

　こんなことをしていたら、いざ関係を解消すると宣言された時、京子は喪失感で日々を生きていけないかもしれない。

　とはいえ、膨らみ切った想いを告げる勇気もない。

　年上の彼女なんて嬉しいとは思えないだろうし、自分自身にも自信がなかった。

　その点、奥村は女子から大人気で、厳しさも含めてかっこいいと言われている。

　企画部の女子は奥村から呼び出されても、あまり不満そうな顔をすることもないし、彼のために頑張ろうと日々熱心に仕事に取り組んでいた。

　そんな彼だからこそ、突如彼女が出来たと宣言されて、夢心地の日々が終わるのが怖い。

　その日も奥村から頼まれて資料を作成していた。

　いつもと同じようにキーボードを叩いていると、奥村がふと視線を投げてくる。

（なっ。仕事中にそんなこと！）

　驚いていると、そのまま立ち上がりこちらに来てしまった。

「順調ですか」

　デスクの横に立たれて京子は身動きが取れなくなった。

「はい。奥村係長、何か？」

「資料が会議ですぐに必要ですから、急かしに来たんです」

（そんなこと今までしたことあった？）

　京子は苦笑いしながら、どうしたら良いか考えた。

「とりあえず、進捗でも見ますか？　プリントアウトしますので」

「いえ、画面を見れば大丈夫です」

　そう言われて顔を近づけられて、京子は体を硬らせる。

（近い……）

「問題ありませんね」

（問題ありまくりですが！）

　京子から体を離すと、奥村は満足げにデスクに戻っていった。

　ほっと一息ついていると、隣の未知がクスクス笑う。

「もしかしてアピールじゃない？」

「違うって」

「でも、奥村係長ってセクハラ予防の為に女子に無闇に近づかないって噂あったじゃない」

「そうだったっけ？」

　シラを切るが、奥村が以前から部署内の人間に言っていたことだ。

　若くして昇進して意気込んでいた彼は、セクハラパワハラの根絶の為に自ら取り組むことを誓っていた。まずは自分から取り組むべきだと、女性との距離感は一定に保ち、無闇に近寄らないことを宣言していた。

　だから、今回みたいな行為は目立つのだ。

「全く、迷惑なんだからっ」

　京子がそう言うと、奥村の顔がふっと上がる。

（やば。聞こえちゃったかな）

　どうしようか考えていると、スマホが振動した。

　なんだろうと思って見ると、奥村からだ。

『ちょっと会議室に来てください』

『どうしてですか？』

『大事な話があります』

　京子は困ったと思いつつ、奥村のことをほったらかしにも出来ないので席を立つ。

　未知が不思議そうに見てくるので苦笑いをした。

「ちょっとトイレ」

「いってらっしゃい」

　未知が笑顔で言ってくれてほっとすると、京子は慌てて隣の会議室に向かう。

　誰も人がいないことを確認してから中に入ると後から奥村が入ってきて鍵を掛けてしまった。

「迷惑ってどういう意味ですか？　聞こえました」

「それは！　だって、仕事中に女性に近寄らないって宣言してたじゃない」

「あれくらい近寄っても平気ですよね」

「困る。困ります。勘違いされたら！」

「というか、秋村さん社内じゃ上司と部下の関係に徹底しているし、どうして俺の彼女だってアピールすらしないんですか？」

「そんなの当たり前じゃない！　奥村くんのファン多いんだし、そもそも付き合ってるフリをしてるだけじゃない」

　京子は困り果てた。

　本気で付き合ってるわけではないはずなのに、彼からの京子への要求が増えている気がする。

「ファンなんて関係ありません」

「え？」

　言われて胸が跳ねてしまう。

　そんな期待を持たせるようなことを言われると、付き合っているフリなんて保っていられそうにない。

　それなのに、彼は何を考えているのか京子に狙いを定めたと言わんばかりにアピールしてくる。

　ジリジリ部屋の隅に京子は追い詰められた。

「俺のこと、もう少し本気で考えてくれても良いんじゃないですか」

「それは」

「わかりますよね。これだけアピールしたら」

「でもっ。これは付き合ってるフリなだけで」

「そうやってごまかしてますけど、普段俺と二人きりの時は嬉しそうだし、幸せそうな顔をしてる。その気がないわけじゃない」

「そりゃ……社内の若手に言い寄られたら、嫌な気分しないでしょ」

「そういう意味じゃないですよ」

　奥村の真剣な瞳に見つめられた京子は心だけでなく体も彼のことを求めていることに気付き胸を鳴らせた。

　視線が絡んだ瞬間、顎をすくわれて唇を塞がれた。

「んっ……んっ……」

　京子は自分の出す甘い声に驚いてしまう。

　すると舌が余計に絡んできてたっぷりと堪能するようだ。

「そんな甘い声聞かせてくれるのに」

「ちが……」

　けれど体は奥村のことを求めていて、舌を絡め合わせてしまう。
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　こんなことをしていたらいけないと、力をこめて奥村を押し返すのだが、離れてくれそうにない。

「んっ……はぁ……」

「この続きは、今日しますか？」

「だめっ」

　京子は懸命に蕩けそうな頭を正気に戻して、力任せに押し返すと、奥村は悲しげな顔を見せる。

「私たち、付き合ってるフリなだけじゃないっ」

「フリでそんな蕩けた顔できますか？」

「え？」

　もう一度抱きしめられて唇を塞がれると、嘘をついている実感がじわじわと京子の心に広がってくる。

　好きでたまらないから、奥村から逃げているのだ。

「はぁ……ん……」

「続きはここで？」

「そんな、こんなところで。私トイレに行くだけのつもりで離席したから」

「じゃあ、もう少しだけ」

　言われて、奥村の指先がするすると内腿を撫でてくる。

「だ、だめ……仕事中にっ」

「欲しいですよね。だったら、少しくらい楽しまないと」

（私今、そんな余裕ない。その先まで欲しくなってるんだから）

　戸惑いつつ、スカートを捲られて撫でられ続けているとブラウスのボタンが外される。

　困惑しているとブラ越しにするすると指で撫でられた。

「んっ……やめ……怒るわよ」

「怒れますか？」

「セクハラ……じゃない」

「俺って彼氏ですよね？」

　問われて、京子は黙り込んだ。

　ここで完全否定したら奥村はもう京子を相手にしなくなるかもしれない。

　そんな恐怖感もあったし、快感に酔いしれてもいた。

「彼女なら、仕方ないわよね。彼女のフリなら」

「強情ですね。でも、秋村さんがそう簡単に俺なんかに落ちるとは思えないと思ってましたけど」

　言われて、そのままブラ越しに先端を弾かれる。

「あっ！」

「もっと気持ちよくしますよ」

「だめっ。仕事にっ」

「じゃあ、せめて俺に堪能させてください」

　そのまま胸に顔を埋められてしまうと、京子は羞恥で満たされた。

「恥ずかし……」

「良い匂い。秋村さんの匂いがする」

　スーハーと思い切り胸に顔を埋めたまま奥村が深呼吸するので京子は困ってしまった。

　それでなくても上半身は半裸だ。

　不審に思った人間に見られたら言い訳も出来ない。

　京子はそのまま体を押し返すと、奥村は残念そうな顔をする。

「もう終わりですか？」

「あ、当たり前じゃないっ」

　ブラウスを整えながら、京子は乱れた衣服を正していく。

　スカートが少しでも捲れていないか裾を気にしていると、奥村がくすくす笑った。

「かなり動揺してるように見えますけど」

「してないわよ。ただ、戻った時に変に勘繰られたくないだけ」

「誰もこんなことしてるなんて思いませんよ。俺、先に戻ります」

　京子は取り残されると、会議室でぼんやり背中を見送った。

（私、奥村くんとキスしちゃった。あ、それ以上も、か）

　胸のあたりに残る感覚に戸惑いつつ、触れてみると切なくなってくる。

　太ももに男性が触れたのは何年ぶりだろう。

　前の彼氏と付き合っていたのはかなり昔だが快感はなかった。スカートで隠されたところを奥村によってあらわにされただけでも、京子は頭がぼんやりして何も考えられなくなっていた。

　思い出すだけでも、また体が火照ってくる。

（戻らなきゃ）

　そう思って席に戻ると、先に戻っていた奥村の傍に女子社員がいる。

　親しげに何か話していて、今までに感じたことのない嫉妬が込み上げてきた。

　女子社員が奥村に向かってポンポン叩いてボディタッチをしている。

（奥村くんはそういうの禁止だって言ってたでしょ）

　そう思いつつ、先ほど会議室で濃密なキスをしたことや体に直接触れられたことを思うとただの嫉妬だということに改めて気がついてしまう。

　いやだいやだと思って仕事に向かうが、京子はすぐに集中出来そうになかった。

　奥村のデスクから聞こえてくる女子社員の嬉しそうな声に、聞き耳を立ててしまう。

（私、あんな態度とっておいて奥村くんのことが好き）

　今更、はっきり気が付くなんてと思いながら、京子はキーボードを叩いていった。
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「俺、秋村さんのこと好きなんだ」

　奥村はかなり酔って、同僚の宮野みやのに打ち明けていた。

　宮野は同期で気心知れた仲だ。

　おまけに奥村と違って愛想がよく誰からも好かれていて先輩受けも良い、愛すべき仲間だった。

　安い居酒屋で宮野と二人でつまみを適当に頼み、酒を飲みながら愚痴っているうちに、奥村は宮野に本音を黙っていることができなくなっていた。

　宮野が呆れた顔で水を頼みつつ、奥村はそんな風に優しく聞いてくれるだけでも嬉しいと、また酒を煽ってしまう。

「もうやめとけよ」

「俺だってやめたいよ。だけどさ、明らかに好意があるってわかるのに、距離置かれるの辛いんだよ」

「そりゃ、年下の上司じゃ距離置くだろ。しかもお前、セクハラ対策はしっかりやるって宣言したし。自ら破ってどうすんだよ」

「俺のはセクハラじゃない！　というか、どうして頑なに嫌がるんだろうな。秋村さんの気持ち、俺にダダ漏れなのにさ」

「秋村さん、年上だからじゃん。遠慮してるんだと思うけど」

　宮野に言われて、奥村はしゅんとした。

　歳の差のことを言われたら、永遠に叶わない恋をしている事になる。

　しかも、京子がそのことを気にしているのならどんなアプローチにもなびかないだろうし、最悪、本当にセクハラになってしまう。

「どうしたら良いんだろうか」

「ていうか、その付き合ってるフリってやつ、そこがまずいだろ。いつまでも続けてたら関係がこじれるぞ」

「わかってる」

　それは奥村が痛感していることだった。

　会議室に呼びつけた時、キスだけじゃ止まらないのに京子は懸命に体裁を取り繕うように体を離して嫌がった。

　けれど、反応は全く違う。

　彼女は嬉しそうな声をあげていたし、もっと欲しいとばかりにキスも積極的に受け入れてくれた。

　嫌じゃないはずなのに、付き合っているフリだから、一線を越えられない。

　京子が年齢を気にしているのなら、曖昧な関係のままフェードアウトされてしまいそうだ。

　奥村がどんなに積極的になっても、京子が自分に振り向く気がしない。

「どうしたら良いんだ？」

「まあ、あとは噂だよな」

「噂？」

「俺に任せとけ。ていうか、秋村さんのこといつから好きだったんだよ。前から分かってたら手伝ったのに」

　宮野が苦笑するので、奥村は恥ずかしくなって頭を掻いた。

　考えると恥ずかしいが、係長になったあたりからだろうか。

　奥村が若手のエース、かつ係長として期待され、その重圧に負けそうになっていたとき、京子がサポートしてくれたのだ。

　資料作り一つにしても間違いなく作ってくれて、それとなく間違いを指摘してくれたこともある。

　奥村を立ててくれているのだと分かったし、年下の上司なのに京子の対応は丁寧でそして仕事をしても手抜きどころかきちんとサポートにまわってくれていた。

「本当は、秋村さんが昇進する予定だったんじゃないかって噂があった」

　奥村がつぶやくと、宮野が目を丸くする。

「へえ！　確かに、キャリアは長いし、仕事も出来るよな」

「でも、会社に女の上司は不要だってことで俺になった。俺は秋村さんの昇進を妨げて自分が這い上がったんだ。だから彼女を幸せにしたいと思ったんだよ」

「それは、お前が背負うことじゃないだろ」

　宮野がグラスを傾けて呆れた。

　それは分かっているが、奥村はそのことを聞かされた時に素直に昇進を喜べないでいたのを今でも忘れられない。

　思わず酒を煽ってしまうと、宮野が心配そうな眼差しを向けてくる。

「会社に女の上司はいらないから、若い男の上司で活気づけようなんて考え古いんだよ」

「うちの会社、役員みんなじいさんだからな」

　宮野が茶化すので苦笑した。

「きっかけっていうなら、もしかすると俺の昇進が決まった時なのかも知れない。彼女を意識してしまったし、仕事ぶりも観察するようになったから」

「じゃあ、心から尊敬してるってことか」

「当たり前だろ。そうじゃなければ婚活に潜入なんてするか」

「随分遠回りなことするよなあ」

　宮野は酒を煽って苦笑した。

　奥村は恥ずかしさに耐えかねて、また酒に口をつけてしまう。

　頬が火照り、そろそろ終わりにしないといけないと思うのだが、酒の力を借りなければ、宮野にすら本当のことが言えそうになかった。

「秋村さんの友達から偶然聞いたんだろ？」

「そう。奥村係長がもらってくれないから、私たち婚活しかないんですって言われて。それでそんなところ行かせるわけには行かないと思って、そっと秋村さんのスマホ覗き見て」

「うわああ、それ秋村さん聞いたら引くと思うな」

　宮野に言われて、奥村はムッとした。

　京子は無自覚だろうが、婚活だって回数を重ねていけば必ず良い相手が見つかるのは目に見えていた。少なくとも、全敗して困るということはないだろう。

　秋村は男性が喜ぶことを分かっているし、時には積極的に近づいてきてくれる。

　見た目もスレンダー美人だから、ほったらかす訳が無い。

「それで、婚活パーティにそれとなく侵入。それってやばいよなあ」

　宮野に茶化されつつ、奥村は必死だったことを思い出す。

「そうでもしないと上司と部下の関係のままだ」

「別に社内恋愛して良かったんじゃないのか？」

「秋村さんがダメって言うのはわかってる」

「つまり、今も社内恋愛にオーケーしないから、助けて欲しいって状況か」

「そういうことだ。あっちのガードはかなり固い」

「分かった。俺に任せろ。秋村さんの友達のガードは緩いんだな？」
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「ねえねえ。宮野くんから聞いたんだけど、京子って昇進のチャンスあったの？」

　突然の未知からの質問に京子は目を丸くした。

「え？」

　そんな噂があったなと思い出して苦笑いする。

　課長に推されて、人事会議にかけると約束してくれたが、結果は奥村に決まった。

　結局自分なんていらないんだと思わされたが、結果的に彼の働きぶりを知る良いきっかけにもなった。

「宮野くん言ってたけど、自分のことがあったのに奥村係長のために尽くしたんだって？」

「誤解があるように言わないで。私はただ、彼の方が適任だと思ったから手伝っただけ」

　そう言ったものの、胸の奥がちくりと痛む。

　本当は少しだけ嫌味も込めていた。

　初の女係長になれたのに、と完璧な資料を作りあげて手渡し、そして周囲のことも面倒を見て、奥村が少しでも情けない思いになればいいと思った。

　けれど、そんなことをしても無駄で彼の評価はうなぎ昇りで、自分がした資料作りやお茶汲みなど、ほんの少しの優越感を得ただけですぐに砕け散った。

　それどころか惨めになる一方だったから、立場をわきまえて平社員としてサポートしようと決めたのだ。

「偉いねえ。なんかね。そのことがあって、奥村係長は京子のこと一目置いてるらしいよ」

「えっ」

「しかも、他の女性より頼っちゃうんだってさ」

「そ、そう」

（褒められてる？）

　頬を染めつつ、京子は不思議な気分だった。

　彼が係長になったのは一年くらい前だし、今更褒めたところで仕事ぶりは変わらない。

「しかもね、奥村係長、仕事できる女性が好きなんだって」

「あ、ああ、そうっ！」

　恥ずかしくなって顔を赤らめて、思わず奥村を見る。

　すると、彼も京子を見ていて、にっこり微笑んできた。

（ああっ！　未知まで巻き込んで！）

　未知を見れば、どこまで知っているのか分からないがニンマリしている。

「奥村係長って女子に人気だし、宮野くんいわく、同期からの人気は半端ないらしいわよ」

「半端ないって？」

「出世コースに乗ったから、結婚したいって同期の女子から宮野くんが相談たくさん受けてるんですって。しかも、かなり強引な手口を使って。それを宮野くんが断ってるんだとか」

「断る？」

「奥村係長には好きな人がいるからって」

　聞かされて、京子は耳朶を染めた。

　会議室でキスをされたことと、体に触れられたことを思い出し、自分が好かれているのではないかと勘違いしそうになる。

　しかも、付き合っているフリなんてしているからなおさらだ。

「とにかく、仕事しましょ」

「奥村係長、誰のことが好きなんだろうな～」

「声が大きい！　仕事仕事！」

　京子はすぐにパソコンに向き直りキーを打った。すると、スマホが振動した。

　誰かと思えば奥村からだ。






『今晩会えませんか』






　その言葉に、京子の胸が自然と早鐘を打ち出す。

（別に、これは私が彼女のフリをしないといけない用事があるだけよっ）

　キーボードを打っていると、未知がふっとパソコンを覗き込んできた。

「間違いだらけだけど？　打ち間違いしてるし、計算間違いしてる。取引先の会社の名前、漢字間違えてるわよ？」

「もう！　仕事しなさいっ」

　未知を追い払うと、京子は思わず奥村を見た。

　彼もこのドタバタを見てくすくす笑っている。

　もしかして、未知も奥村も宮野もグルになって、奥村と京子の関係を深めようとしているのではと思った。

　そう思うと、席に座っていることができずに思わず立ち上がる。

「ちょっとトイレに行くね」

「はいはい、綺麗に化粧直しておいで」

　未知に茶化されつつ、京子は胸が鳴り止まないままトイレに引っ込んだ。

　そして持ってきていたスマホを取り出して奥村にメッセージを送る。






『今晩、会えます』

『駅の横のカフェで待っていてください』

『わかりました』






　京子は胸を鳴らしながら、メッセージを送信するとすぐにトイレから席に戻り仕事を再開した。

　チラリと奥村を見るともう自分のことは見ていない。

　けれど自分のことを気にするあまり仕事がおざなりになったら大変だと、京子もキーボードを叩き出した。
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　カフェで先に席を見つけて座っていると奥村を見つけた。

　京子は恥ずかしくなって声を掛けるのを一瞬躊躇ためらう。

　けれど、彼の気持ちが偽りのものだとは思えない。

　あれだけ口外しないようにと言っておきながら、宮野や未知を巻き込んで恋愛を成就させようとしているように思える。

　しかも、会議室で唐突に求めてきたのだって、今までのセクハラパワハラに厳しくしていた行動とは裏腹で、好意があるからだと考える方がスッキリする。

　思い切って京子は手をあげた。

「奥村くん！」

「あ！」

　駆け寄って向かいに座り、奥村は顔を寄せてくる。

「京子さんって言ったらまだダメですよね。この辺誰がいるか分からないから」

「そ、そうね。会社の最寄り駅だから」

「じゃあ、もう少しゆっくり話せるところにいきましょうか」

「どこに？」

　京子がキョトンとすると、奥村はにっこり微笑んだ。

「もう逃げないでくださいよ。ホテルです」

　その言葉にくらりと酩酊状態のような感覚を覚えつつ、京子はその覚悟もしていた。

　帰り際に化粧直しを念入りにしてきたのだ。

　最近は肌に乱れがないように前日からしっかり整えてある。

　会議室の一件以来、下着も可愛い物を選ぶようになっていた。

　京子たちはカフェを後にすると、オフィス街を突っ切り、飲み屋街に移動した。

　その先にホテルがある。

　京子がソワソワしながら後ろを歩いていると、奥村が気付いて横に並んだ。

「いきなりですみません」

「ううん。私もその……」

「今日のやり方はずるかったですか？」

「少しだけ。未知に言ったの？」

　京子は上目で聞いた。

　すると奥村は首を振る。

「宮野に任せたから分からないですけど、俺が一方的に好きだってことを伝えてほしいとだけお願いしました」

「そういうの、会社の若手のエースが真顔で言わないでくれる……。私、慣れてないんだから」

「知ってますよ。慣れてたらとっくの昔に他の誰かと付き合ってますよね」

「もう……婚活だって行かないわよ。だから、奥村くん責任重大なんだからね？」

　京子が思わず言うと、奥村は苦笑しつつ照れて微笑んだ。

「幸せな責任ですね」

「責任重大で押しつぶされても知らないんだからっ」

　京子が奥村のたくましい腕をぽんぽん叩くと、奥村がそのまま手を掴んで握ってくる。

　そして指を絡ませてくるので自然と手を繋ぐ格好になった。

　恥ずかしくて息が出来ないでいると、奥村が派手なネオンの前で止まる。

「ここにしましょうか」

「うん」

　すっと腕を引かれて、中に入ると奥村は慣れたように部屋を選び、そして二階までエレベーターで昇る。到着すると、そのまま奥の部屋を目指し、カードキーでドアを開けた。

　中に入ると、突然奥村に後ろから抱きしめられる。

「えっ」

「ごめん。我慢できない」

　そのままベッドに押し倒されると、部屋の様子を見る間もなくブラウスのボタンが外されていく。

「待って！　シャワーにっ」

「待てない」

「でも、その！」

「言い訳してるうちに、俺が他の人のものになっていいの？」

「それは」

　組み敷かれて、京子は狼狽えた。

　視線が絡み合い、思わず逸らす。

「そうやって恋から逃げて、年齢のせいにしてるけど。煽られて我慢してた身にもなってよ。俺、係長になってからずっとおあずけ食ってるんだから」

「それは……」

「京子さんが、俺のこと試してるのも知ってた。俺より優秀な人なの分かってたから。でも、俺だって認められたんだ。俺のこと、もっとしっかり見てほしい」

　一気に言われて、京子は恥ずかしくなった。

　彼にわざとしていた完璧な資料作りやお茶汲みも見透かされていた。

　けれど彼はそれすら糧にして今の地位を築くきっかけにしたみたいだ。

　完敗だ。

「それに、俺がこんなに好きだってアピールしてるのに、どうして逃げるんですか」

「それは……年が」

「関係ないでしょ」

　そのまま口付けられて口を封じられると、息が乱れた。

「ンンッ……」

　ブラウスはすぐに脱がされてブラがあらわになる、そのままブラ越しに胸を揉まれていると、甘い声が漏れてしまう。

「んあっ……だめっ」

「ダメじゃないでしょ……。まだ少し触れてるだけなのに。こんなに感じてる」

「私なんかじゃダメでしょ」

「京子さんがいい。京子さんじゃないとダメだ」

　その告白を聞いて、京子は箍が外れてしまった。

「私も奥村くんがいい」

「同じですね」

　そのまま貪るように口付けると、奥村はブラをずらして先端を扱き始める。

「あっあっ！」

「もう尖った」

「恥ずかし……ああっ」

　体を退け反らせて快感から逃げると、そのまま胸を鷲掴みにされて胸をムニムニと揉まれる。

　京子のたわわな胸が変形するほど力強く揉まれて、声が漏れた。

「ああっ！」

「気持ちいいですか？」

「そんな、恥ずかしいことっ」

「言ってくれるまでやめません」

　そのまま奥村は先端にしゃぶりついてくると、京子は羞恥を煽られて嫌々と首を振った。

「やめっ」

「やめてほしいなら、気持ちいいと言ってください」

　京子は困りながらも小声で「気持ちいいから」と懇願するように言った。

「聞こえません」

　言うなり、お腹の周りにまでキスをされる。

「あっ！」

　そして、スカートを脱がされると、下着も脱がされてしまい京子は裸体を晒した。

　恥ずかしくて体をくねらせていると、手を上にされ固定される。

「そんなに嫌ですか？」

「それは」

「本気で嫌なら、即座にやめます。でも、気持ちよくて嫌ならたっぷりします」

　奥村から言われて、京子は戸惑って黙り込んだ。

　今ここで中断されたらたまらない。

「気持ちいいの、すごく。頭がおかしくなりそう」

「素直で、こっちもおかしくなりそうですよ」

　言われて、足を思い切り広げられる。

　そしてそのまま顔を埋められてしまうと京子は恥ずかしくてたまらず、シーツを引いた。

「きたな……いから」

「今、綺麗にしてます」

　ちゅぱっという音を立てながら、秘丘を丁寧に舐められて快感の坩堝に落ちていく。

「あっあああっ！」

「蜜が溢れ出しました。もっと綺麗にしますね」

「やあっ。変になっちゃっ」

「京子さんが変になるところ見てみたいですね」

　舌先で蜜玉を転がされて、京子は快感で体が震えた。

　そのまま舌先が蜜壺に侵入してきて、内股を奥村の大きな手が撫でている。

「あっあぁっ！」

「締まってます。指も増やしてみますね」

　言われて、指を蜜壺に挿入されて、めちゃくちゃに掻き混ぜられる。

「ふああんっ」

　グチュグチュと卑猥な音を立てながら、部屋中に水音が響き始めた。

　シーツをしっかり握っていないと、意識が飛んでしまいそうで京子は懸命に耐えるように目をギュッと閉じた。

　すると余計に水音がグチュグチュと激しく脳内に響いてくる。

「あっあっ！」

　頭の中が蕩けきって今にも果てそうだった。

「狭い。気持ちいいですね？」

「……奥村く……ヤァ」

「そのままイってください」

　激しく指を抜き差しされると、京子は思い切り果てた。

「あっあああっ！」

　奥村の前で痴態を晒してしまい、羞恥でいっぱいになるが、力尽きてしまいどうすることも出来ない。しかも、奥村はスラックスをくつろげ、猛りを引き抜いた。

　まだまだこれからと言わんばかりに足を抱えて体を割り込ませてくる。

　蜜口に当たると、そのままゆっくりと挿入されて京子は力を入れてしまう。

「もう少し力抜いて」

「うん」

　深呼吸していると、奥村の熱が入り込んできた。

「あっあっ！」

　内壁をずりずり擦りながら、雄々しい猛りが奥を目指して突き進んでいた。

「だめっ……またイキそう」

「何度でもイってください」

　果てたばかりで膣内が快感に敏感になっているのか、挿入だけでも京子はもう一度果ててしまった。

「あっあっ！」

　けれど、奥村は最奥を目指して突き上げてくる。

「奥……だめっ」

「そこに欲しいんでしょう？」

　違うと首を振るがそのまま思い切り突き上げられると、京子は頭を蕩けさせた。

「あっあっ！」

　体を揺さぶられて何も考えられない状態にすぐに追い詰められると、京子はたわわな胸を揺らしながら、思いきり喘いだ。

　奥村も熱を何度も最奥に当ててきて、京子は何度果てたか分からない。

「あっあああっ！」

「京子さんのナカ、めちゃくちゃ締まる」

「もうだめ……体……もたな……」

　京子はすっかり蕩けきり、奥村の胸の中でぐったりしてしまう。

　すると彼はそのまま力づよく最奥を突き上げてきて、京子に休む隙を与えてくれない。

「あっあっあっ！」

「そろそろ。やばいです」

「限界……」

　その刹那。腹の奥に白濁が放たれた。

　京子は小刻みに震えながら、奥村に抱きつくとしばらく動けなくなる。

　頭は奥村のことでいっぱいになって、心も体も満たされた。

「京子さん、今日から正式に付き合いましょうね」

「うん」

　キスをもう一度受けると、奥村は楽しみはまだまだと言わんばかりに、京子の体中にキスを始めた。

「あっ！」

（奥村くん、凄すぎるっ）
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　正式に付き合ってから一ヶ月が経ち、奥村が京子のことを考えない日はなく、公私共に充実した日々を送っていた。

　仕事中でも視界に京子がいれば落ち着いていられたし、さりげなく近づいて声をかければ、スリリングな気がして以前よりもこの恋を楽しんでいる気がする。

　しかも、京子に触れたいが為に時々社内でセックスをしたりもしていて、奥村はすっかり京子の虜だった。

　今まで手に届かない存在だと思っていたから当然だろう。

　その日も、京子と駅で会う約束をして、何か適当に食べてそのままホテルになだれ込む約束をしていた。京子もすっかり自分にのめり込んでいるという確信が持ててきている。

　奥村がニンマリして、タイピングを始めるとふと女子社員が奥村に資料を渡してきた。

「これ、頼まれていた資料です」

「頼んだか」

「頼みましたよ」

　そうだったかと思いつつ、昨夜抱き合ったせいか頭はぼんやりしていて定かじゃない。

　確認してみれば分かると思い、見てみるとそこには手紙が挟まっていた。

　なんだろうと思い読んでみると、長くつらつらと何かが書かれていた。

　京子に怪しまれないようにそっと開けて読むと、そこには先程の女性からの告白文がたっぷりと書いてある。

（断らないといけないな）

　そう思ったと同時に、文章は途中から怪しい雰囲気を出し始めた。

　京子と奥村が付き合っていることを知っている、そんなことが書かれているのだ。

（どこでバレた）

　動揺しつつ、そのまま読み進めると、『京子は別に付き合っている人がいるから別れた方がいい』という、信じられないような内容だった。

　このまま鵜呑みにして信じるものかと思ったが、無視することも出来ない。

　それに先程の女性は、自分たちの関係を知っていたのだから、どこかで手を打たないといけないだろう。

　社内恋愛に至った経緯も知っているかも知れないし、自分がセクハラについて厳しく目を光らせていることが水の泡になる。

　京子にだって迷惑がかかるかもしれない。

　奥村は社内じゃ厳しい人間だ。

　社内恋愛にうつつを抜かすような人だと知られたら、仕事にも支障が出る。

　しかも、そこまで知っているのなら、京子の事情ももしかしたら――と思ってしまう。

（いやいや、ほとんど毎日デートしてるのに、他の男と付き合ってるわけないだろ）

　奥村が首を横に振った時だった。

　京子から珍しくスマホにメッセージが届いた。

　普段は仕事中に京子からメッセージが届くことはなく、奥村から送ることが多い。

　嫌な予感がしてすぐに内容を確認すると、今後残業が多くなりそうでデートが難しい、と書いてある。

　けれど、そんなことはいつだって二人で解決してきたはずだ。

（何で今になって会えないなんて言うんだ？）

　奥村の頭の中の警笛が急に鳴り出した。

　普段はこういったことに不安は抱かない方だが、手紙の内容のせいで京子のことばかり考えていて不安が急に襲ってきた。

　こんな時、京子と同じ歳くらいの男性ならゆったり構えて京子に優しく出来るのだろうか。

『突然仕事頼まれて、しばらく会えないかも。残業しないと終わらなくて』

　京子からのメッセージに奥村はスマホをもったまま固まった。

『企画部一課の人が急に資料作ってくれって言うから。仕事回された手前断れなくて』

『俺はいいから、仕事頑張って』

『ありがとう。奥村くんがそう言ってくれると助かる。今日はすぐに切り上げるから』

　そう言って、ハートのスタンプが送られてくると、普段なら嬉しくなるのに疑心暗鬼になってしまう。

　奥村は京子に聞いてみるべきかと思ったが、京子の態度も口ぶりも怪しいところはない。

　嘘をつけるような人じゃないし、怪しいのはあの女性だ。

　だが、急な仕事のことすら信じられなくて動揺した。

『今日は、たっぷりしような』

『奥村くん』

『何？』

『それだけ？』

　言われて、奥村はキョトンとした。

　チラリと京子をみれば、上目でスマホを握って自分を見ている。

（煽ってきてる。あの女性が書いた手紙の内容はデマだ）

『会議室に今すぐ来れますか』

『少しだけなら』

『京子さん、欲しがりだったんですね』

『仕事忙しくなるから、少しだけ奥村くんのこと感じたくて』

　その甘えた言葉に、奥村はまた違和感を覚えてしまう。

　こんな甘えた言葉をすらすら言える人だったか、こんな風に社内エッチがしたいと言い出す人だったかと自問自答をしてしまっている。

　奥村は慌てて京子に返事をした。

『先に行ってて。いつものところ』

『わかった』

　京子が席を立ったのを見送ると、奥村は先程の手紙を丁寧に引き出しにしまった。

　そしてマグカップを持って立ち上がると、給湯室に向かうようにそのまま立ち上がる。

（京子さんに限ってそれはない）
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　奥村を会議室に呼び出した京子は高揚感でいっぱいになりながら、ソワソワして彼を待った。

　以前から社内エッチの場所は決まっていて、資料室か会議室のどちらか。もしくは残業していて流れ的にデスクチェアを使い社内でということもあった。

　奥村の性欲の凄さを感じるが、応じる自分も凄いと思えた。

　ドアが開くと、奥村が周りも見渡しながら入ってくる。

　落ち着かない様子だったので、京子は不思議に思って聞いた。

「どうかした？」

「いや。さて……」

　そう言って、鍵をかけると、奥村は京子をすぐに抱きしめてキスをしてくる。

「んっ……はや……」

「怪しまれるだろ」

　舌先が割り入り、京子は吐息を漏らした。

　そのままデスクに寝かされると、スカートをすぐに捲られる。

「あっ！」

　急に求められて慌てていると、下着とストッキング越しに秘丘を撫でられる。

「んあっ！」

「声を我慢できないみたいですね」

「ごめんなさい。触れられるだけでも……あっ！」

　そのままストッキングを脱がされて下着を剥ぎ取られると、あらわになった秘部をそっと指先でなぞられる。

「んっんっ！」

「声を我慢しなくていいですよ」

「でも、誰かに聞かれたら」

「……そうですね。我慢できますか？」

「奥村くん？」

　不思議に思いつつ、蜜芽をこねられると声を思わず荒げてしまう。

「あっああっ！」

「俺の指でも舐めていてください」

　そう言われて指を舐めさせられると、京子は途端に口内を刺激され始めて、さらに快感へと誘われる。

　ちゅっと音が立つほど丁寧に舐めてしまうと、奥村は同時に蜜芽を押しつぶしたり捏ねたりして、弄り回した。

「ンンッ……ふあっ……」

「蜜が止まらないですね」

「奥村く……」

　頭が蕩けて、何も考えられなくなっていると、奥村に抱き起こされる。

　そのまま手をデスクに着けて尻を突き出す格好にさせられた。

　蜜口に猛りをあてがわれると、熱がぬっぷりと侵入してくる。

「んンンッ」

「ナカが蕩けてます。京子さん」

「奥村くんの、アツイ」

　ズンズンと突き上げられて、京子は物欲しげに奥村の方を見た。

　すると楽しむように京子の胸を揉みしだく。

「あっあっ！」

「もう奥まで締まっています。もしかしてさっきからいやらしい妄想をしていましたか？」

「違うのっ」

　そう否定しつつ、本当は当たりだ。

　昨晩抱き合ったことで、仕事にならず、視界に入る奥村を見るたびに体が火照り欲しがってしまい、蜜が溢れていたのだ。

　もちろん、自分から社内で仕事中に欲しがるなんてことは初めてで、それほど奥村に夢中だということだった。

　ズンズンと突き上げられると、一気に頂きを昇り詰めてしまう。

「あっあああっ！」

　京子は声を我慢しきれず、そのまま思い切り果てそうになるのを懸命に堪える。

　すると奥村も切ない吐息を漏らし始めた。

「京子さんっ」

　苦しそうな声を聞きながら、激しいストロークに体が震えて、京子は朦朧としてきた。

　その途端、体の奥に熱が放たれる。

「んあああっ」

　思い切り喘いでしまうと、奥村から手で口を覆われる。

「感じまくり、ですよ」

　ごめんなさい、と小声で言うものの、今までにない快感に京子は目をとろんとさせて奥村を見つめた。

　近くにあったティッシュで後始末して、下着を履いて身なりを整えると、奥村がふと京子を抱きしめてくる。

「もう、甘えん坊なのね？」

「ええ」

「社内じゃそんな素振り見せないくせに」

「他の人に見せて何になりますか？」

「そうね、私、奥村くんの彼女だもんね」

　京子は少しだけ優越感に浸りながらそんなことを思わず言ってしまう。

　普段は言わないような自信のこもった言葉もスラスラ出てきて、まるで奥村を独占しているような気分だった。

　それを味わいたいから、会議室でしたいなんて言ってしまったのかもと京子は恥ずかしくなってくる。

「ごめんなさい。仕事中にこんなことお願いして」

「いいえ、京子さんのお願いですから」

「でも、忙しいでしょ。私もこれから忙しくなるのに、勝手なこと言ってごめんなさい」

　京子は腕の中で抱かれながら、肩を落とした。

　突然お願いされた企画部一課の仕事を断りきれず、企画に必要な資料を企画部二課の京子と未知で作成することになったのだ。

　もちろん、自分たちの仕事もやらないといけないから残業も増えてしまう。

　必然的に奥村とは会えない日が続くので、京子にとってはストレスばかりが続くわけだ。

「仕事でキリのいいところまで来たら、またデート出来るようになると思うんだけど、一課の人って、企画が通るまで何度もたくさん資料要求してくるから、私もいつ会えるようになるか分からないのよ」

「いいよ、俺はその間、自分の仕事をするから」

「一緒に残業しない？」

　京子は思い切って切り出したが、奥村は首を振った。

「あまり一緒にいる時間が多いと、怪しまれる。最近夜の残業、二人で何度もしてるじゃないですか」

「そうだったわね。気をつけないと」

　そう言われて、京子は残業といいつつセックスしてしまう自分達が恥ずかしくなる。

　もちろん仕事は終わらせるのだが、奥村は京子の仕事が終わったのを見計らってデスクに来るものだから、拒む理由もなくデスクでセックスしてしまい、最近は場所を選ばないで愛し合っている。

　気をつけないといけないと思う反面、突然奥村が拒むので不思議でもあった。

「誰かから何か言われた？」

「いや、なんでもない。ただ、立場上そう言うのはダメだと公言してるから」

「そうだったわね」

　奥村はセクハラパワハラを禁止しているだけに、社内セックスなんてことは想像も出来ない人だった。

　彼のためにも仕事熱心というイメージは着けておきたい。

　京子は身なりを整えるとすぐに笑顔を見せた。

　そして奥村と触れる程度のキスを交わすと、奥村が出ていくのを見送った。

　寂しさが込み上げてくるが、こんなことを平然と出来るようになったのだから信じられない。しかも、あの奥村だって自分の為に行動してくれている。

　今晩はデートだと思い嬉しい気持ちでいっぱいだが、その反面、明日から残業の毎日かと思うと肩を落とした。

　奥村と一緒にいたのがバレないように、資料室に寄ってから帰ろうと、会議室を出て資料室に向かう。今すぐこれという重要なものはないが、企画書に必要そうな資料を見ていこうと資料室に入ろうとした時だ。

　ふと、見知らぬ女性が京子に向かって笑みを向ける。

（誰？）

　不審に思って知らん顔をすると、女性がツカツカと足を向けてきたので怖くなって立ち尽くした。

「お忙しいところすみません。私、企画部一課の美咲と申します。仕事を頼んだ者です」

「あ、ああ。あなただったんですか」

　企画部一課と聞いて、京子は一瞬たじろいだ。

　二課は一課の予備軍扱いだからだ。会社のメイン商品を開発したりするのが一課なら、二課は季節物や変わり種を開発したりする。二課で実力を積んだものが一課へ異動になるパターンが多く、奥村もそうなるだろうと囁かれているのは知っていた。

「すみません、急ぎの資料を今から作ってもらえませんか？」

「今から？」

　京子は一瞬断ろうと思った。

　しかし、奥村のことを考えると、他部署との関係をきちんととらないといけないと思い、笑顔を見せる。

「わかりました。すぐに取り掛かります」

「かなり量が多いので、一日かかるかもしれませんが」

「わ、わかりました。都合をつけます」

　京子は笑みを見せつつ、思わずひきつり笑いをしてしまう。

　企画部二課でも資料作成を頼まれているのだ。

　すぐに奥村に相談して、優先して調整出来るか確認しないといけない。

「奥村係長は了解済みですので、進めてください」

「え？　奥村係長が知ってるんですか？」

「はい。一課の仕事を優先しろと言われました」

（さっきそんなこと言ったかしら？　奥村くんなら、顔を合わせた時に教えてくれそうだけど）

　不安に思いつつ、女性に問いただすこともできずに京子は頷いた。

「では、すぐに取り掛かります」

「必要なデータは送りましたので、確認してください」

「わかりました。ありがとうございます」

　京子はいきなり仕事だと思い、肩を落とす。

　すぐに席に戻るとふと奥村を見た。

（確認取ってあるのよね）

　少し不安だったが、たとえ確認が取れていなかったとしても、京子が謝罪すればいいだけだ。二課の資料はすぐに必要というものでもない。

　一課の手伝いをしてもいいだろう。

（どんな量こなさないといけないのかしら）

　そう思いながらパソコンのメールを開いてファイルを広げると、そこには膨大な資料が添付されている。

　しかも、明日までにお願いしますとのコメント付きだ。

　何とか間に合わせないといけないと思い、京子はすぐに取り掛かるのだが、三時間もパソコンに向かっていると、今日中に終わらせるには残業しかないということに気付く。

　奥村をチラ見すると、男性社員と談笑していた。

（今晩は、二人きりのデートだって約束したから、破ったら怒るかな）

　困りつつ、いつまでも奥村に言わないでいたら彼を困らせると思い、京子はキーボードを叩く手を止める。

　そしてスマホを握ると、奥村にメッセージを送った。






『今日、仕事を頼まれて会えそうにありません。ごめんなさい』






　京子は胸が苦しくてたまらなかった。

　こんな仕事を頼まれなければ、今晩もたっぷり愛し合えたというのに、仕事で潰れてしまうなんてあんまりだ。

　けれど、先程の美咲という女性の言葉を無視するわけにもいかない。

　スマホの返事を待っていると、すぐに振動した。






『仕方ないですね。明日から忙しいんですよね』

『そうなの。急な仕事を頼まれて』

『急な仕事？』

『ごめんね。来週には会えるから』






　京子は少しでも仕事を終わらせたくて、奥村に適当なメッセージを送ってしまったことに気が付いた。

　もう少し丁寧に一課の女性から頼まれたと書けばよかったかと思ったが、そんなことを書いたら、奥村も手伝うと言い出しそうだし、最近は毎日のように抱き合っているから少しくらいは我慢しないといけないだろう。






『ごめんなさい』






　京子が謝ると、奥村から大丈夫というスタンプが送られてきた。

　ほっと一息付くと、また仕事に取り掛かる。

　いくらタイピングスピードを上げても、一年分の売り上げを洗い出し、そしてその商品の個別の売り上げを出し、年齢層も出すなど時間がかかって仕方ない。

　未知に手伝ってもらおうと思ったが、彼女も隣でパソコンに向かって難しい顔をしていた。

「未知、忙しいの？」

「うん、企画部一課の資料頼まれてて」

「私も」

「急ぎだって言うから。でも、すごい量の資料作らないといけないのよ」

「私もそう言われた。一課の新しい企画に必要なのかもね。明日からも一課の別の資料作らないといけないし、忙しくなるわね」

　京子の言葉に未知は苦笑いしている。

「今日は二人で残業決定みたいだね」

　二人で頷き合うと、京子はパソコンに向かって猛然と資料を作り上げていった。

　翌日、京子は寝不足のまま出社してコーヒーを淹れていると、未知が給湯室にすっ飛んできた。

　何事かと思い目を丸くしていると、未知が何かのデータをプリントしたものを持っている。

「これ見た？」

「何を？」

「昨日私たちが作った資料よ！」

　そう言って見せられると、京子たちが作った資料はそっくり同じものだったのだ。

「どういうこと？　なんで？」

「さっき、プリンターに残ってた紙があったから何だろうと思って見てたら、昨日自分が作った資料だと思ったの。そうしたら作成者のところに京子の名前があって」

　京子はそれを聞いて青ざめた。

「どう言うことなの？」

　京子は胸騒ぎがし始める。

　美咲と初めて会った時、彼女は京子を見てふと笑ったことを思い出した。

「私たち、一課の美咲って人に試されてるわけ？　それとも、あっちの単なるミス？」

　未知は完全に頭にきていて、グシャっとプリントした紙を丸めた。

「でも、今日からその美咲って人が指示する資料作るんでしょう？　もう断れないし、奥村係長に相談する？」

「でも、奥村係長は他部署を手伝えって言いそうじゃない？」

「それは確かに、そうよね」

　京子は頭を抱えたくなった。

　奥村のことだから、困っていたら助けてやれと言ってくるだろう。

　もちろん、美咲が意地悪でこんなことをしているなら別だが、単なるミスなら一度くらいは我慢しないといけない。

「とりあえず、美咲って人にメールで聞いてみようか」

「大丈夫？」

「大丈夫よ、手違いのないようにしてくださいってお願いするだけだから」

　そう言ったものの、どこか不安は拭えない。

　京子たちは席に戻ると、すぐに美咲にあててメールを打った。






『こちらの部署内で同じ資料を作っていたようです。このような事は大変困りますので、今後は注意していただくようお願い致します』






　少しきつめだが、京子はデートを潰されたし、未知だって予定があったかもしれない。

　そう思うと、今回だけにして欲しいものだった。

　返事がすぐに返ってくると、その内容に未知と二人で驚いて目を疑った。






『こちらは資料を作ってくれとお願いしただけで、ミスはありません。おかしなことを言わないでくれませんか。今日から作る資料も、充分に注意して作成よろしくお願い致します』










「な、何これ！」

「どうやら、完全にケアレスミスみたいだけど、完全に無関係にしていたいみたいね。こんな単純なことなのに間違いを認めないし、何を考えてるのかしら」

　京子は呆れつつ、これから続く一課との仕事に不安がよぎる。

　窓口は美咲しかいないのだ。

　しかも、資料作りの資料を渡されるのも彼女からで他に資料を渡してくることもない。

「未知、また同じことがありそうだから、お互いに美咲さんのメール見せあって確認しながら進めない？」

「賛成。多分、それでも文句言いそうだけど」

「最悪、奥村係長に相談ね」

「それも賛成。もうこの時点で匙を投げたいわ」

「仕方ないわよ、少し頑張りましょ」

　そう言いあっていると、またすぐに膨大な資料が送られてくる。

　すぐに未知と目を合わせて送られてきたファイルを見せ合った。

　一見すると二人の資料は別物だが、京子ははっとした。

「これ、同じ資料作らされているわ」

「また！」

「未知は前年度の売り上げ、私は今年度の上半期。別々によこしてるだけで、美咲さんの指示にある、それぞれの項目ごとに売り上げを出して欲しいのと、総売り上げを出して欲しいことを考えると、資料は同じものが必要になってくるし、お互いの資料が必要になる。必然的に、お互いにもう一度美咲さんにメールして、足りない分の資料が欲しいって言わないといけないから、その点でも二度手間よ」

「どうする？　文句言う？」

「やめておきましょう、時間の無駄だわ」

　そう言って、二人で資料を一つ作成し、代表して京子が美咲に資料を送った。

　もちろん、彼女が簡単に受け取らないことも承知だ。

　これがあと最低三日くらいは続くのかと思うと京子も滅入りそうになる。

　本当は文句と共に資料を送りつけたいが、美咲の性格上そんなことをしたら何を言ってくるかわからない。

　京子は最低限の文言を書いて資料を添付すると、美咲から返事がきた。






『資料を見直しましたか？　雑すぎです』






（はあ？　そっちが資料を分散させて送ってきたり、手間とらせてくるのをまとめてるのに、ありがとうもなく、いきなり文句って何よ！）






『何度も見直しました。特に問題はありません』






『間違いがあった場合、秋村さんの責任ですので、よろしくお願い致します』






　京子はがっくり疲れて肩を落とした。

　まだ定時前で京子はピンときた。

「未知。ちょっとちょっと」

「何、やっぱり文句きた？」

「きたきた。これこれ」

　そう言って、美咲のメールを見せる。

「ぶっ！　小学生の文句みたいね。ひどいわ」

「しかも、これ言いがかりよ。私たちが定時前に終わったら雑だって思い込んでるのよ、こっちは未知と二人でやってるんだから、早く終わるに決まってるでしょ」

「頭悪いんじゃない」

「そうかも。心配だから、ちょっと、奥村係長に相談しとく。多分、今後もあれこれ文句言ってくるだろうから」

「奥村係長が間に入ってくれれば安心だわ」

「まあ、このことは知ってるはずなんだけど」

「え？」

　未知は不思議そうな顔をしたので、京子は肩を竦めた。自分が先に確認しておけばこんなことにはならなかったはずなのだから。京子は不安になりつつ、奥村のデスクに向かった。

　奥村はキーボードを叩きながら、真剣にディスプレイに向かっている。

（忙しいかな）

　そろそろ近づいて後ろに立つと、京子はそっと深呼吸した。

　久しぶりに話す気がして、緊張がさらに増してくる。

「奥村係長、すみません。ご相談が」

「ん？」

「お忙しければ、また後ででも」

「いや、いいけど」

　振り向いた奥村にときめきつつ、京子は真剣な顔を見せる。

「どうかした？」

「数日前から企画部一課の美咲さんという方の手伝いをしておりまして」

「企画部一課の美咲？　誰ですか？」

「え？」

「もしかして……ちょっと、休憩室に来てくれますか」

「はい」

　奥村の顔が曇って京子は慌てた。

　何かがおかしいと思っていたが、嫌な予感が当たってしまったみたいだ。

　休憩室で周りに誰もいないことを確認すると、奥村は白い簡易椅子に座り、京子を前に座らせる。

「何があったんですか？」

「意地悪されてました」

「はい？」

「奥村くんに話すのも馬鹿馬鹿しいけれど、子供のいじめみたいなことされてたの」

「どういうことですか？　もう少しわかりやすく」

　奥村がもどかしいとばかりに身を乗り出してくるので、京子は言うのを躊躇った。

　我慢していれば良いと思えるレベルの低いいびりだったが、そのせいでプライベートがめちゃくちゃだったことが許せなかったのだ。

　しかも、奥村と順調だっただけに水を差された気分だった。

　未知まで巻き込まれて、本当に迷惑なことだ。

「実は、企画部一課の美咲という人から、奥村くんには話は通してあるから仕事を頼まれてくれないかと言われて。引き受けてみれば、隣に座る未知も同じ仕事をしていて」

「どういうこと？　ケアレスミス？」

「最初はそう思ったんだけど、彼女はミスを認めないどころか私たちが悪いと言ってきたの。そして翌日は、あからさまに資料を分散させて送ってきて、未知と二人で資料を作って早めに送ると、雑だと言われて」

　奥村は頭を抱えた。

「ごめん、俺が傍にいながら」

「いいえ、私も早く相談すればよかった」

「それで？　明日もその仕事はあるんですか？」

「その予定。企画が通るまで資料を作れと言われていたので」

「つまり、美咲って人の気が済むまで嫌がらせを受けるわけですか」

「そういうこと」

　奥村と二人で深いため息を吐いた。

　なんの生産性もないことに延々と付き合わないといけないのだし、美咲はまともな企画を立てずにひたすら京子と未知に嫌がらせをしてくる。

　給料泥棒もいいところだが、その手の女性に限って、上司には抜かりなく媚を売っているのだ。

「わかった、一課の部長に話してくる」

「ありがとう。助かる、あんな仕事意味ないわ」

「それで京子さん、会えなかったんだ」

「ごめんなさい」

　京子は頭を下げると、そのまま頭を撫でられてしまう。

「実は、俺のところにも企画部一課の女性が現れて、多分その美咲って人だと思います」

「なんで？」

「俺たちが付き合っていることを知ってると言われて」

「まずいじゃない。一番知られたくない人に知られてる」

「まあ、何があっても俺が対処出来る範囲のことしか出来ない人間ですから、泳がせました」

「すごいわね、奥村くん」

　京子は苦笑いして、内心奥村を頼りに思った。

　彼は伊達にキャリアを積んできたわけじゃない。

「まずは、彼女に文句を言いに行きますね。京子さんはいつも通り、二課の仕事をしてください。美咲って人から仕事を頼まれてもしないように」

「わかりました」

　京子はにっこりうなずくと、奥村と二人で立ち上がる。

　すると奥村が周りを気にしてキョロキョロし始めた。

「誰もいないですけど」

「だめよ、こんな場所では」

「でも、もう一人にバレたみたいですから、周囲にバレるのも時間の問題かもですよ？」

「だめったらだめ！　奥村くんが頑張ってきたことを、恋愛で無駄にしたくないの」

「そうですか」

　しょぼんと奥村は肩を落とすと、京子は申し訳ない思いになって奥村の頭を撫でた。

「これでいい？」

　恥ずかしさでどうにかなりそうだが、少しだけ触れたいのは京子も同じだ。

「全然足りません」

「だめったら」

　京子はもどかしい思いになりつつ、踵を返して奥村に背をむける。

「今晩はデート出来るから」

「わかりました！」

　奥村が急に元気を取り戻すように笑顔になると京子も嬉しくなって微笑んだ。
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　ここ数日、美咲に振り回されて疲れていたから、緊張していたし奥村の温もりを感じていないせいもある。

「じゃあ、仕事に戻りますね」

「はい」

　京子は先に席に戻ると未知がムッとした顔で腕組みしていた。

　心配になって声をかけると、未知がぼやきだした。

「奥村係長対応してくれるって？」

「うん、企画部一課の部長と知り合いらしいから、すぐに対応してくれると思うよ」

「だと良いんだけど。問題はなぜ私たちを狙ってきたかよね」

「え……」

「だって私たちって、二課でも古株だし、企画で当てたこともないし、そこまで目立たないじゃない。奥村係長が対処するのは有り難いんだけど、逆恨みされないと良いよね」

「そう、ね」

　京子はなぜそのことに気が付かなかったのだろうと、自分を責めた。

　ただのストレス発散対象だと思っていたが、京子と奥村の関係を知っての嫌がらせならしっくりくる。

　奥村を止めるべきかと思ったが、もう企画部一課に行ったようだった。

（何もないと良いけど）

　そう思いながら残務処理を終えていった。

　翌朝、京子が出社すると、未知からすぐに声をかけられた。

「ちょっと！」

「何？」

「そんな呑気な顔してる場合じゃないって。一斉送信で、京子と奥村係長が付き合ってるってメールが送信されてる」

「誰がこんなもの……って、美咲さんか」

「その通り。それに見て、ここの文章にこんなことが書いてあるの」






『私の好きな人を寝取りました。その責任は果たしてもらいます』






「どうやら彼女、奥村係長のこと大好きだったみたいだね」

「寝取るって。美咲さんって奥村係長と……奥村くんと付き合ってないじゃない」

　京子はとうとう開き直って未知の前で奥村の名前を言った。

　すると未知がクスクス笑う。

「二人が付き合ってるのは、少し噂があったの。よく一緒にいるみたいじゃないかって。お互いに仕事もできるし、気が合うのかもねって」

「そう、なんだ」

「でも私たち、奥村係長の足を引っ張るつもりもないし、京子が頑張ってるの知ってたから黙ってたのよ」

「ありがとう。ごめん、すっかり甘えてたみたい」

　京子は黙ってコソコソ付き合っていたことが恥ずかしくなる。

　しかも社内エッチまでしていたのだから、思い出すと赤面してしまいそうだ。

「さて、もう犯人は誰か分かってるんだから、奥村係長にビシーっと言ってもらわないとね」

「そうなるわね」

　京子と未知がそう話をしていると、奥村が遅めに出社した。

　もちろん、会社の同僚に話をされてすぐにパソコンに向かう。

　そして企画部一課に足を向けるのかと思いきや、奥村は二課の人間を見渡した。

　どうしたのかと見ていると、彼は咳払いをした。

「すまない。今集まっている人だけで良いから、聞いてくれ」

　奥村の言葉に社員が手を止める。

　どうしたのかと京子も未知も奥村の方を見つめた。

「この嫌がらせメールのことだが、まず犯人はもう特定済みだ。問題ない。それより、俺と秋村さんのことだけれど、結論から言うと付き合っている」

　社内がどよめく中、京子はクラクラしてきた。

　みんなの前で言うことないじゃないかと思っていると奥村が先を続ける。

「あと、これだけははっきり言わせて欲しい。ここに書かれているみたいに寝取っただの、ということは一切ない。お互いに健全な付き合いをしている。ただ、セクハラパワハラのことを掲げていたのに、破ったみたいで申し訳ない」

　奥村は頭を下げた。

　するとどこからともなく奥村を励ます声が聞こえてくる。

「とにかく、このメールについて一課の人間に聞きたい人がいるから今から行ってくる」

　奥村が立ち上がると、男性社員が茶々を入れる。

「俺たちのことはいいので。二人が付き合ってるんじゃないかって噂してましたから」

「お似合いですよ」

　奥村も頭を掻いて照れて一課に向かう。

　京子は赤面して、俯くしかない。

　こんな大々的に告白されたことなんて人生で初めてだし、どんな風に答えたらいいのか分からないで自分でもその場にいるのがやっとだ。

　奥村はさっさと一課に行ってしまうと、残された京子は肩を竦めた。

（仕事やりづらいなあ）

　パソコンに向かい、電源を入れるとそこには美咲からメールが届いていた。

（何、まだ懲りずに仕事を頼むつもりなの？）

　そう思ってメールを開けると、そこに書いてあったのは彼女の汚らしい言葉のオンパレードだった。






『仕事ができないからって上司に掛け合って擦り寄るなんて最低だと思わないんですか？　そもそも二課なんて企画部で使えない人材の吹き溜まりなんだから、頼まれたことやるくらいしなさいよ。それから、何度も言わせてもらうけれどこちらには一パーセントも落ち度はありません。もう二度と仕事は秋村さんには頼みませんので』






（はいはい。私も二度と関わらないわ）

　呆れつつ、酷い言葉の長文メールをさっさと削除して伸びをしていると、隣で未知が悲鳴をあげた。

「何これ！」

「ああ、美咲さんから？」

「京子もきた？」

「きたきた。一行読んですぐ消したけど」

「最低。どこまで自信過剰なんだか。ていうか――」

「ん？」

　京子は伸びをしながら未知を見つめた。

「美咲って人、仕事出来ないらしくて焦ってるらしい」

「そうなの？」

　京子は苦笑する。

「見て分かるじゃない。人に対する態度がおかしいもの。それに、仕事の進め方も新人より分かってないと思わない？」

「確かにね。逆ギレしてたら、一課だったらなおさら浮くでしょうね」

「腹いせにやってきたのかなと思ったけど、案外企画も本気で通すつもりだったのかもね」

「よく分からないわね。そういうところからして、計画破綻してる。もうやめましょう。今頃、奥村係長が抗議してるだろうから」

　京子は少し鼻が高くなる。

　自分の彼氏が直接怒ってくれるのだから、これほど心強いものはない。

　しかし、京子も今まで黙っていたから、最後はきちんと言い返そうとメールを立ち上げた。

　そしてよく考えながら、感情に任せて送られてきたメールを読み返す。

（酷いものね）

　そしてゆっくりとタイピングしていった。










『お疲れさまです。

　そちらの言い分はわかりました。しかし、私たちも自分たちの仕事を後回しにして優先的に一課の仕事をしたのです。こちらでチェックを怠ることはありませんでしたし、企画として会議に出すのでしたら、美咲さんご自身のチェックも不可欠なのではないでしょうか。

　奥村に相談し対応しておりまして、企画部二課一同、今回の件は深く憂慮すべきことだと考えております。どうぞよろしくお願い致します』










　もうこのメールに返事は来ないだろう、そう思っていたら、なんと美咲から返事がきた。

　まだこれ以上バトルをするのかと思ってメールを開封すると、京子は目を疑った。










『すみません』










（それだけ？　社会人なら、もう少し付け加える言葉があるでしょう）

　どうやら美咲は心底謝罪したくないようだ。京子もこの件についてはもう終わりにしようと思った。

　子供じみたことしかしない人に時間を割いている暇はなない。結果的に未知や奥村をはじめ、企画部一課、二課、社内全体を巻き込む大きな騒ぎとなった。

　企画部一課の上司の判断によっては重い処分になるかもしれない。

　あとは奥村に任せようと思っていると、戻ってきて京子ににっこり微笑んだ。

　どうやらうまく話がついたみたいだ。

　京子はようやくいつも通りの業務に戻ることができて、また伸びをした。

『今日は一緒に帰ろうか』

　思わずメッセージを送ると、奥村はすぐに返事を返してくる。

『残業があっても一緒に居残りしますよ』

　ひさしぶりの甘い言葉にニンマリしつつ、京子は仕事に取り掛かった。

　しかし、頼まれていた資料作りが山になっていてすぐに奥村にメッセージを送る。

『今日は残業になるかも』

『手伝います』

　その言葉にホッとしつつ、京子は腕まくりをしてさっさと仕事を終わらせようとパソコンに向かった。

　猛然とキーをタイプしていると、それまで頭に引っかかっていた嫌なことが徐々に消えていく。

　次から次へと仕事を頼まれるが、京子は笑顔で引き受けた。

　見れば、いつの間にか定時になっている。

（あ、やば）

　すぐにスマホを持って奥村に連絡すると、彼がいない。

　どこに行ったのかと思っていると、ポンと肩を叩かれた。

「残業、手伝うよ」

「す、すみません」

「そんな驚くなよ」

　クスクス笑われて、京子は顔を硬らせる。

　いくら部署内で公認になったからって、いきなり積極的になられたら困るものだ。

「とりあえず、手をつけてない仕事貸して」

「ありがとう、奥村係長」

「いいよ」

　京子が奥村を見つめながらぼんやりしていると、隣で未知がクスクス笑った。

「私も残業あるんだけどな～」

「未知はいつも定時上がりでしょ」

「バレたか。全く奥村係長も、やっぱり若いわねえ」

　未知が茶化すので京子は恥ずかしくなった。

　少し彼の方が年上だったら、公認の仲になっても社内では距離があったかもしれない。

「二人で残業、ごゆっくり。私は帰るね」

　そう言って未知が帰ると、バラバラと社内の人間も帰宅し始める。

　京子は資料を作りながら、奥村の方を見つめ直す。

　最後の一人が去ると、京子と奥村は二人きりになった。

　すかさず京子は声を掛ける。

「周りに気を使わせてない？」

「違う、今日だけは二人にさせてくれって言ったんです」

「え？」

　京子は目を瞬かせる。

「さっき一課に行って文句つけたら、美咲って人がしれっとした態度をとって謝罪しなかったんです。課長からきつく言われて頭を下げて。そんな面倒な人間とやり取りしてたんなら、早く俺を頼って欲しかった。俺じゃやっぱり力不足だって思うんですか？」

「違う。そういうことじゃなくて」

　京子は奥村の背を見つめた。

　どこか寂しげに背中を丸めてタイピングしているように見えて、思わず立ち上がる。

　そのままそろそろと奥村の方に近づくと、京子はそのまま奥村に後ろから抱きついた。

「京子さん？」

「社内は禁止だけど。今日はいいよね」

「うん。正直、面倒なことから守れなかったこと、悔しかったな。京子さん一人で解決しちゃうんですから」

「だって、そのくらい出来ないと仕事にならないもの」

「そこは、俺をすぐに頼ってくださいよ。酷いこと言う人がいるって」

「そうだったわね。私、奥村くんの彼女だった」

　クスクス笑うと、奥村は京子の手をぎゅっと握ってくる。

　京子も握り返すと、そのまま手の甲にキスされる。

「嫌だってくらいしたでしょう？」

「そうだけど、私足りないのかも」

　思わず言うと、奥村は耳朶を染めている。

「今、それ言いますか？」

「言うけど。だって頼れって言うから」

「俺がどこでもするの覚えてますよね」

「覚えてる。しかも、数日お預け状態だものね」

　クスッと笑って、京子は奥村の耳元で囁いた。

「仕事終わった？」

「や、やめてくださいっ」

「私は明日に回してもいい。奥村くんは？」

「お、俺も、明日でも」

「じゃあ、別に問題ないのよね」

　するすると京子は奥村の胸元を撫でていく。

　自分でも欲求不満だと自覚していて、しかも酷いことを言われて心底疲れていた。

　奥村からの癒しが欲しくてならず、こんな風に甘えているのに自制が効かない。

「まだビルには人がいますから」

「そう、だったわね」

　慌てて体を離して席に戻ろうとすると、奥村がすぐに振り向いて京子を抱きしめる。

「だから、すぐに場所を変えましょう」

「う、うん」

「京子さんの体、誰にも見せたくないんです」

　そう言って、奥村はパソコンの電源を切ってしまうと荷物をまとめて京子のパソコンの電源も落としてしまう。

　そして二人で肩を並べながらエレベーターを降りると、奥村が言った。

「タクシーでシティホテルに行きませんか」

「でも、こんな急にじゃ」

「昼間に予約しました」

　奥村がにっこり笑うと、そのまま道に立ってタクシーを止めてしまう。

　そして止まった車に乗り込むと、京子は奥村にしなだれかかる。

　久しぶりに感じる体温にホッとしつつ、タクシーの運転手を気にしてそれ以上のことは出来そうにない。

　ドギマギしていると、奥村が京子の太ももを撫でてきた。

「奥村くん」

　甘い声をあげると、奥村はそのまま京子にキスをする。

「んっ……ンンッ」

（こ、こんなところで？）

　羞恥を煽られていると、すぐに奥村は体を離して前を向いた。

「とりあえず、久しぶりなので京子さんが緊張していないか確認しました」

「そんなのいいから」

「でも、緊張少ししてましたよね」

「もう……」

　タクシーがホテルに入ると、入り口で二人を降ろす。

　そしてフロントで手続きを済ますと、京子は辺りを見回した。

（突然だから、仕事帰りだってバレバレだわ）

　自分の服がオフィスカジュアルなことが恥ずかしく、思わず奥村の陰に隠れる。

　彼は黒のスーツであまり気にすることはなさそうだが、他の女性はワンピースを着たり、綺麗に髪の毛を結上げたりしていて、おしゃれをしていた。

　ディナーを楽しむ客が多いみたいで、気が引ける。

　そのままエレベーターに乗り込むと、京子はホッとして息を吐く。

「もう少しおしゃれしてくればよかった」

「そのままでも十分ですよ」

「でも、この格好じゃ仕事の帰りってわかるじゃない」

「周りはそんなこと気にしてません」

　そう言われて、腰をぎゅっと持たれると五階で止まり、二人は部屋を目指して歩いた。

　突き当たりの部屋の前で止まり、カードキーで開けて中に入ると思い切り後ろから奥村に抱きしめられる。

「あっ」

「今日はたっぷりしますよ。一人で抱え込ませないためにも」

「大したことじゃないわ」

「だめです」

　振り向かされてキスされると、奥村は舌を突き入れてきた。

「んっ……ふあぁ」

　唾液を混ぜるようなキスをされると、次第に頭が蕩けてくる。

「んっ……んっ……」

　思わずしがみつくように奥村に抱きつくと、そのまま腰を抱き締められて、互いに舌を絡ませた。

「ふあぁ……」

（蕩けそう）

　そう思っていると、ベッドに押し倒された。

　ドキドキ胸を鳴らしていると、ブラウスのボタンを剥ぎ取られる。

　ブラが露になると、すぐにずらされてたわわな胸が露わになった。

　緊張していると、奥村が指先で先端を扱き上げてくる。

「あっあっ！」

「甘い声が聞けて、俺も嬉しいですよ」

「恥ずかし……ンンッ」

　先端をこね回されていると、そのまま奥村がむしゃぶりついてくる。

「んあっ！」

　ぺろぺろと舐められていると、それだけでも果ててしまいそうで京子は息を乱しながらシーツを引いた。

　いやいやと首を振りながら懸命に快楽に抗っていると、両方の胸を嬲なぶられだす。

「あっあああっ」

「先端がすぐに尖った。それに物欲しそうな顔をしてるよ、京子さん」

「ちが、違うのっ」

「でも、さっき誘ったじゃないですか」

「それはっ」

「もう、本音で話しましょうよ。二人きりの時くらい」

　言われて、京子は我慢していた何かが外れたような気がした。

　お互いに上司と部下、社内には内緒でないといけないと思っていたが、今日からは部署内公認になって、我慢することはほとんどなくなった。

　会社で公私混同しなければ、奥村と気兼ねなく話すことだって問題ないはずだ。

　それに、二人きりの時ならなおさら、時間を惜しまず本音をさらけ出さないともったいない。

「奥村くん、私のこと本当に好き？」

「好きじゃなきゃ、付き合ってるなんて言いませんよ」

「でも、年上な事嫌じゃない？」

「全然。年上だろうと、京子さんの悩みは俺と一緒だと思うとむしろ嬉しい」

　そう言われて、そのままぺろぺろと先端を舐め回される。

「あっあっ！」

　蜜が溢れ出して止まらず、下着を汚していく。

　すぐにスカートを捲られて、下着を脱がされると蜜芽を捏ねられた。

「もう蜜が溢れてるじゃないですか」

「ヤァ……」

「そういう時はもっと欲しい、じゃなかったですか？」

「そうだけど……」

　そのまま蜜芽を嬲られ続けると、蜜がたっぷりと溢れ出して止まらない。

「あっあっ！　もっと、もっとしてっ」

「ええ、します。そのままイカせたい」

　中指を突き入れられて掻き混ぜられると、京子は腰を浮かせて応じてしまう。

　ゆらゆら揺れてしまうと、息を乱して淫靡に煽った。

「はぁ……あぁ……すごい、指だけなのに。奥村くんを感じるだけで、イキそう」

「甘えられて嬉しいですよ。ほら、もっと指を増やしますね」

　そう言われて、人差し指を増やされると二本の指がめちゃくちゃに暴れまわる。

「あっあああっ！」

「蜜が溢れて止まらない。もう指先まで蜜で濡れましたよ」

「恥ずかし……こんなところ……」

「もっと見たい。こんな風になる京子さんをたっぷり見たいんです」

　そう言われて思い切り掻き混ぜられ続けると、今度は抜き差しが始まる。

　グチュグチュと音を立てて指が内壁を擦り上げてくると、京子は歓喜の声を上げていた。

「あっああっ！　もうイクっ！」

「ええ、もうナカがきついです。そのまま果ててください」

　めちゃくちゃにされていると、京子は思い切り果てた。

　体をヒクヒクさせていると、奥村はスラックスをくつろげてくる。

　そしてそそり立つ男根にパッケージを装着して、蜜口にあてがった。

　腰を落とすと、そのまま一気に突き入れてきて京子はまた快感に体をしならせる。

「あっあああっ！」

「ナカがもうきつい。でも蜜で滑る」

「またっまたぁっ」

「京子さんのよがるところ、こんなにたっぷり見れるなんて幸せです」

「奥村くんにだけ……。こんなところ、他の人には無理……あっあっ！」

　京子は熱を感じながら腹の奥がもっと欲しいと疼いているのを感じて悶えた。

　すると、猛りが一気に最奥を目指して突き上げてくる。

「ああんっ」

「奥ももう欲しがってますよね」

「奥村くんが欲しいの。もう耐えきれない」

「わかってます。もっとよくしますよ」

　激しく突き上げられて、京子は腰をゆらめかせた。

「あっあっあ！」

　一定のストロークを最奥の感じるところにあてられながら、京子は奥村にしがみつく。

　何度も当てられているせいで、快感が一気に絶頂へと昇り詰めそうで、京子は頭が蕩けていった。

「あっあっ！　もうだめっ」

「もう俺もっ」

　奥村の腰使いが荒くなった。

　そのまま思い切り突き上げられると、京子は一気に頂きを昇りつめた。

「あっあああっ！」

　その刹那、熱が暴走して思い切り放たれる。

「ううっ」

　奥村も果てると、がっくりと京子の上にのしかかってくる。

　京子たちは息を乱しながら、抱き合うと互いにキスをし合った。

　するとまた始まってしまいそうで京子は慌てて奥村から離れようとする。

　けれど奥村が熱っぽい視線を送ってくるので、恥ずかしさで顔を逸らした。

「一緒に風呂でも入りませんか」

「お風呂？」

「体、洗いますから」

「うん」

　戸惑いつつ、京子は体を起こすと、奥村が先に向かい湯を張り出した。

　お風呂場に行くと京子は驚いた。そこには大きなジャグジーがあり、綺麗な夜景を一望出来るのだった。

「すごい」

「このホテルの魅力の一つです。全室ジャグジー完備ですから」

「ありがとう」

「とりあえず、体洗いましょうか」

　そう言って、まだ果てたばかりの京子の体にシャワーを当てる奥村。

「きゃっ」

「水の勢いが強いですか？」

「ううん」

（肌に水が当たるだけでも、感じちゃう）

　京子は立ち尽くしていると、奥村が手にボディソープをつけて胸を撫で始めた。

「あっあっ！」

「綺麗にしないと、恥ずかしいんですよね？」

「違うのっ、それはもうっ」

「だったら、また続きをしますか？」

　そう言われて、ボディソープのついている指で先端を捏ねられる。

「ンンッ」

「焦れったい思いのままでいいんですか？」

「いや……このまま、して？」

　京子は懇願してしまうと、奥村がするすると手を内股に持っていき摩り出す。

　立っている京子は壁にもたれて、シャワーを浴びせながら奥村に蜜芽を摘まれた。

「あっああっ！」

「ここは蜜で汚れましたから、綺麗にしましょう」

「そ、そんなにされたら……また」

　うっとりした目で京子は奥村を見つめると、シャワーを内股や秘丘に当てられる。

「あっ！」

「たっぷりのお湯で流します。どうですか？」

「やめ……イクっ」

「俺の前だからいいですよね」

「恥ずかし……あっあっ！　ああっ！」

　シャワーがダイレクトに蜜芽を嬲り、先ほどまで敏感になっていたので刺激が強くてたまらない。

　しかもお互いに裸だから奥村の逞しい肉体を見て、欲しくてたまらなくなってしまう。

「ちょうだい、奥村くん」

「いいですよ」

　言われて、手を引かれてジャグジーに浸かろうとすると、すっと立たされた。

　そして窓に手をついて、四つん這いの格好にさせられる。

「外に見えちゃう」

「見えませんよ」

「でもっ……あっ！」

　ムニムニと胸を揉まれて、先端を弄られると京子は一気に果てそうになった。

「あっああっ！」

「もうイキたくてしょうがないですね？」

　京子は思い切り頷いた。

　すると、奥村の猛りが蜜口にあてがわれる。

　そのまま思いきり一気に最奥まで貫かれた。

「あっあああっ！」

「ナカで絡んでる。もう今にも果てそうですね？」

「奥村く……」
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　声を出すのも苦しくて、京子は懸命に窓ガラスに手をついた。

　するとそのまま激しい抜き差しが始まり、内壁をずりずりこすりあげられる。

「あっあっ！」

「ナカで絡んで離してくれません」

「また、またイキそうっ」

「何度でもイッてください」

　そう言われて、京子の箍が外れた。

　腰を自ら揺らして、自身の胸をもみしだく。

「あっああぁっ！」

「可愛いです。京子さんが悶える姿」

「そんなこと、言われても……」

「奥までたっぷり可愛がりたい。俺だけの京子さん」

「奥村くん」

　頭が蕩けきってしまい、いつもと違う奥村にときめいて、しかもたっぷり愛されていることを実感してしまった。

　もはや奥村なしでは生きていけそうにないかもしれない。

（彼にハマってる……）

　京子が腰を揺らしていると、奥村も最奥をズンズンと突き上げてきて、猛りが先ほどよりも大きくなっていく。

　今にも弾けそうで、京子は胸を鳴らした。

　そのままさらに体を揺さぶられ、京子は恍惚とし始める。

　何も考えられないほどで、頭の中は蕩けきっていた。

「京子さん、ナカに出します」

「くださいっ」

　そう言われた刹那、腹のナカに白濁がたっぷりと注がれる。

「あっあっあああっ！」

「うっくうう」

　互いに果てると、京子はガラスに身をもたれさせた。

　胸が変形して、外から見えていたら羞恥を晒しまくっていることになるだろう。

　奥村が息を乱しながら、京子をジャグジーの中に入れようと腕を引くので、京子はよろよろとしながら湯に浸かる。

（のぼせちゃいそう）

「もう一回したいです」

「えっあの、私、少し休ませて」

「でも、明日からまた仕事ですよ？」

　言われて、奥村の上に跨る格好にさせられると、京子は奥村の猛りがもう復活して腹の前でかすったことに驚いた。

（わ、若いっ）

「じ、自分で？」

「お願いします」

　京子は懸命に猛りを蜜口にねじ込むと、また快感が蘇ってくる。

「あっああっ！」

　自分の体重の重さで一気に最奥まで貫かれると、京子は頭を蕩けさせた。

（もう、だめ……）

　その途端、意識を手放してしまった。
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「昨日はすみませんでした」

「こっちこそ、体力なくてごめんね」

「いえ。なんか抑制効かなくて。猛省します」

　ホテルのレストランで朝食を食べながら、京子たちは窓際で談笑していた。

　本当だったら、あのあともたっぷりと奥村と愛し合う予定だったが、京子は普段の疲れも手伝い、しかも風呂場でたっぷりと求められた為、のぼせて意識を失ってしまったのだ。

　奥村は慌てて湯船から出し京子の面倒を見て、何事もなく朝を迎えた。

　京子は、隣に奥村がバスローブも羽織らずに寝ていたので、自分たちはどれだけ激しく求め合ったのだろうと、妄想をかき立ててしまった。

　朝食を食べつつ、奥村は先ほどからそわそわしていて、京子は不思議に思いつつオムレツを口に入れた。

　柔らかく濃厚な味がして、普段食べられないと思うとゆっくりと味わいたくなる。

　しかし、奥村は先ほどから食べるペースが遅い。

「どうかした？　食べてないけど」

「実は」

「なあに？」

「京子さんとは、結婚を前提にお付き合いしたいと思っているんです」

「私、と？　でも、歳の差は？　私年上だし」

「それは関係ありません。もう十分克服したと思っています」

「でも本当にいいの？」

「京子さんしかいないと思っていますから」

「……ありがとう」

「それだけ、ですか？」

「ううん。凄く嬉しいの。言葉が見つからなくて」

　京子は頬を染めて、涙ぐんで思わず目頭を拭う。

　今まで結婚なんてことは自分には無縁だと思っていただけに、まさか奥村の口から聞けるとは思わなかった。

「私でいいの？　何回も言うけど、年上だよ」

「年は関係ないから」

「仕事どうしようかな」

「京子さんが続けたいならそれでいいです」

　奥村が上司らしいことを言うので、京子はなおさら悩んだ。

　本当のことを言ったら、奥村は自分を嫌うだろうか。

　仕事をそこまで好きじゃないこと、結婚に逃げようと思っていたこと、そんなことを言ったら、彼は失望するだろうか。

「あのね」

　京子は気持ちを固めて、持っていたフォークとナイフを置いた。

「私、そんなに仕事好きじゃないの。婚活も仕事から逃げるためだった」

「そう、なんですか」

　奥村の目が丸くなる。

「私、自分には何もないと思ったのよ。昇進もだめだったし、会社にいても古参扱いになるだけでしょ。確かに仕事を教える立場になるのは嬉しいけど、やりがいを感じる訳じゃない」

「意外ですね」

「そりゃ、誰かさんみたいに昇進できたら話も違ったのかも。でも、現実は違った。私はどこかで女として認められたかったのね」

　京子はポロポロ本音を言ってしまう。

　昨日、奥村の前で全てをさらけ出したせいだろうか。

　よくわからないが、彼の前ではもう何も隠す必要はないのは事実だろう。

「周りが結婚して、自分だけ結婚してない。しかも仕事もうまくいかなくなったなんて。つらいだけ。だからせめて女として見られたいと思った。そうしたら奥村くんは、私をきちんとそういう目で見てくれたのよね」

「当たり前ですよ。京子さん」

「そう？」

　奥村は自信たっぷりとばかりの余裕の笑みを見せていた。

「仕事もできる、男性は立てる。正直、周りが放っておかないです。京子さんが自覚してないだけで、俺じゃなくて、いつか誰かがアプローチしていました。俺は他の奴には取られたくなかったんです」

「そう、なの」

「そうですよ。大切な人ですから」

　奥村から真面目に言われて、京子は恥ずかしくなって水を一気に飲んだ。

　まだ頬が熱いので、京子は顔を手で仰ぐ。

「本気なのわかってくれますか？」

「わかりました。ものすごく」

　京子はにっこり微笑むと、奥村と微笑み合った。
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「正～、ご飯出来たよ！」

　京子はキッチンから叫ぶと、奥村が寝起きで頭を掻きながら起きてきた。

　告白され、すぐに同棲して一ヶ月経つのだが、彼は子供みたいなところがあって、特に寝起きは子供みたいだ。

「おはよう、京子さん」

「もう少し早く起きないと、遅刻しちゃうわよ」

「でも、昨日残業だったから。その前は飲み会だったし、疲れてて」

「普段、何事もなく厳しい顔して仕事してるのが嘘みたいにたるんでる」

　ぼんやり空中を眺める奥村を見て、京子はクスッと微笑んだ。

「俺に対してどんなイメージを抱いていたんですか。プライベートまで完璧だと思っていましたか」

「そう思ってた。目覚まし時計なんていらなくて、朝は自分でさっさと起きてご飯作って、おしゃれなカフェで勉強してると思ってたわ」

　京子は奥村の前に目玉焼きとトーストを出すと、奥村はトーストにのそっとかぶりついた。

「そう思われたいから、カフェで朝食を済ますこともありました。でも、それより睡眠が大事だなって思えてきたんです。プライベートのことは京子さんにはバレないだろうと思っていたから」

「同棲なんてすぐにしなければよかったじゃない」

　京子は呆れて、コーヒーを口に含んだ。

　まだ仕事は続けているものの、結婚とともに退職するかは悩み中だ。

　そのことを奥村にもきちんと告げられないでいた。

「でも、京子さんとずっと一緒にいたいと思ったから。京子さんのご飯食べられますし」

「私は楽出来ないけどね。でも、会社じゃ隙がない正が家に帰るとだらしなくなるのはちょっと面白いかも。心配なこともあるけど」

「何がですか？」

　奥村は上目で心配そうに伺ってくる。

「だって、そういう些細なズレがストレスになるって言うから。結婚に踏ん切れなくなりそう」

「そ、そうだったら。直します。朝もちゃんと起きるし、ご飯も俺が」

「別にいいわよ。だって会社で忙しくしてるの知ってるから。ただ、時には手伝って欲しいのよね。私も仕事してるから」

「わかりました。気をつけます」

「ありがとう」

　京子はにっこり笑うと、奥村を手懐けている気分になってきた。

　頑張り屋な性格なため、直して欲しいと言えば素直に受け止めて直してくれるのはわかっていた。今のところ家事は京子が担当しているが、仕事を続けるなら当番制にしたり、お互いで話し合ったりして、折り合いをつけないといけないだろう。

　とはいえ、問題は京子が仕事を続けるかまだ悩んでいるところだった。

　奥村の忙しさを思えば、彼のサポートに周り家事をきちんとこなして、家計を支えるのもいいかもしれない。

　でも、仕事でもプライベートでも奥村をサポート出来たら最高じゃないかという欲望も同時に抱くようになっていた。

　来年には奥村はまた昇進するという噂もあり、そうすると、係長のポストが空く。

　そこへ、京子が入ることが出来れば、女性として初めて役職についたことになって今までよりも仕事がしやすい職場を作ることができる気がしているのだ。

（悩む。でも、両立って大変だし、係長なんてなったら、家庭のことおざなりになりそう）

　ぼんやり悩んでいると、奥村が心配そうな顔をする。

「どうかした？」

「うん、ちょっと」

「なんでも話してくれるんじゃなかったですか？」

「そうね、そうだった」

　京子は苦笑いして、食べていた手を止めた。

　そして奥村を見つめると、彼も手を止める。

「結婚するとしたら、仕事を続けるか辞めるか悩んでたの。まだプロポーズされてないから、一人で悩んでる方がいいと思ったんだけど」

「プロポーズはいつでも出来ますけど」

「だったら……正は私が会社にいるのと家庭に入るの、どっちがいい？」

　京子は真剣な目で奥村に聞いた。

　すると、奥村はすぐに答えた。

「会社にいてください」

「え？」

「京子さんはもっと自分の力を信じて、そしてキャリアを積むべきです。もちろん、家庭との両立は大変ですけど」

「でも、本当にいいの？」

「俺は上司としてお願いしたいです。これから新人が入ってきた時、目の届かないところをフォローしてくれると助かります」

　京子は黙り込んだ。

　いざ言われると、尻込みしそうになる。

　一度は結婚に逃げそうになって、婚活パーティーまで足を運んだのだ。

　それが、今度は奥村から必要とされていて、しかも両立して欲しいと頼まれている。

　自分に出来るのか、不安でたまらない。

「私、会社に不満があるの」

　京子は静かに言った。

「女性のチャンスを奪わないでほしいって思うのよ。結婚しか逃げ道がなくなる、なんて思うのも辛い。両立出来る会社にしたいの」

「それなら、京子さんが役職についてきちんと上役に伝えないと」

「分かってる。でも、もう長年働いて分かってきてるのよね。社長の交代でもない限り、上役の考えが変わらないこと。私だってバカじゃないからそれくらい……」

「俺の昇進は実力じゃない、そう言いたいんですか？」

　奥村が言うと京子は戸惑ってしまう。

　朝から彼と言い合いしたいわけじゃない。

　ただ、正当に評価されないと卑屈になってしまう気持ちも分かってほしいのだ。

「ごめんなさい。だから、自信が持てなくなってるの」

「なおさら、頑張らないといけないですよね。俺だって上司に掛け合います。ちなみに、噂じゃ、京子さんが係長になる話、随分前から上がってたそうですけど」

「……そう。知ってたの」

「嫌味で聞かされるんですよ。二課は女が上司になるような部署なのかって。俺はその代わりに立たされたお飾りになりたくないから、必死に頑張ってきたんですよ。京子さんは今度こそ本気で頑張るべきです」

　奥村に言われて、京子は少しやる気が出てきた。

　今度は助けがないわけじゃない。

　最高に頼りになる最愛の人がいる。

「助けてくれる？」

「もちろんです」

「じゃあ、仕事と両立してみる。もちろん、家庭もがんばるから」

　京子は微笑むと、胸につかえていた気持ちがほぐれていった。

　奥村がいつの間にか朝食を済ましていたので、京子も慌ててトーストを頬張る。

「俺、先に行きます。京子さんにその気がある内に、知り合いの上司に相談してみますから！」

「ありがとう！　ていうか、洗い物、今日もしてくれないの！」

「すみません！」

「もう……両立は大変そうね」

　京子は肩を落とすと、皿を下げてキッチンに立つとぼんやり皿を洗い出す。

　自分がまさかキャリアと家庭との両立の道を選ぶとは思わなかった。

　しかも、諦めかけていた昇進の道が開きかかっている。

　期待しそうになって思わず鼻歌を歌いながら、時計を見るともうかなり時間も過ぎて遅刻しそうだ。

「もう仕事だわ！」

　皿を桶に浸け、手を洗うと、すぐに身なりを整えて京子は奥村の後を追うように職場に向かった。

　仕事に向かうと、奥村はすっと背を伸ばして人事部の上司と話している。

　自分のことを話しているのだろうと期待してしまうが、もしかすると奥村本人のことで話しているかもしれないし、期待しすぎないように気持ちを必死にセーブする。

　椅子に腰掛け、パソコンの電源を入れると、未知が隣から声をかけてきた。

「おはよう。朝から旦那さんがずっと人事のえらい人と話してるよ」

「そうなの」

「もしかして、京子のことじゃない？」

「そう……だったら嬉しいけど」

「否定しないのね？」

　未知に言われて、京子は恥ずかしくなって頬を染めた。

「まあ、実力ある人を押すのは当然として、聞いてよ！　あの美咲って人なんだけど」

「え？　ええと、美咲って、一課の人、だっけ？」

　京子は忘れかけていたので、未知に問い直すように言うと未知は呆れ顔になった。

「全く、幸せだからすぐに嫌なことも忘れられるのね。私なんかまだ覚えてるのに」

「ごめん。それで？」

「会社辞めたって」

「嘘っ」

　京子は未知の顔を見つめた。

　まさかと思うが、上司からきつい判断をされたのだろうかと勘繰ってしまう。

　実際どんな注意を受けたのかは、京子は何も知らなかった。

「もともと、伝達能力が低い人で、一課でも周りと協力しないといけないところでいざこざになったり、突っ走って行動したり、色々と問題のある人だったらしいの。でも、会社としては彼女をきちんと育てようと守ってたのよね。でも、奥村係長が、京子にしたことを全て話して、もう守れないと言ったそうなの。そうしたら、彼女は自分から辞めるって」

　京子はポカンとしてしまった。

「私たちがいけないのかしら」

「でも私思うのよ。なんでそんな人を会社は丁寧に守ってたのかって。企画部一課って言ったら、うちの会社の中心部の部署でしょ？　お願いされたら断れないし、企画を通すためだって言われたら、他の仕事より優先して手伝う。守る必要ないと思わない？」

「まあね。新しいプロジェクトに自分も関われると思うと、嬉しいもの。守ってきたってことは、一課にも問題ありかもね」

　京子はため息を吐いた。

　あの高圧的で一方的なメールをわざと京子にだけ送っていたとも取れるが、あまりにも手慣れているように感じた。

　日頃から誰かに頼む時、ああいう文章を送りつけたり、ミスを認めなかったりして、周りを困らせていたのだろう。

　しかし、彼女が企画部一課の人間だから我慢すべきと、周りは黙っていた。

　今回、彼女が自ら嫌がらせをしてきたことで、全てが露見して企画部一課に対して見直しが入ったようだ。

「奥村さんの提案で、一課の仕事の仕方をもう一度見直すべきだって話が進んでるらしい」

「奥村くんが、そんなこと？」

「実は、そういう高圧的な態度取ってたの、美咲さんだけじゃなかったんだってさ。奥村係長はそれを噂で知ってたらしいのよ」

「ふーん」

（未知はなんでも知ってるなあ。正は何も教えてくれなかった）

　京子はぼんやりしながらコーヒーを飲むと、未知からポンと肩を叩かれた。

　なんだろうと思ってみると、未知が嬉しそうな顔をしている。

「ということで、私は新たに一課に異動になります」

「へ？　どういうこと？」

「企画部一課、総入れ替えなんだって。私に辞令が出たのよ」

「すごいね、未知！」

　京子は手を握って喜んだ。

　恥ずかしいのか、未知は途端に言葉が少なくなったが、京子が今度は色々聞きたくてウズウズしている。

「それで？　いつ異動なの？」

「来年の春だって」

「そうなんだ、おめでとう！」

「でも、私も良い年だし、足を引っ張らないように今から勉強」

「私にも辞令出ないかなあ～」

　京子が伸びをしていると、ポンと肩を叩かれた。

　振り向くとそこには奥村がいる。

　ふざけて話し過ぎただろうかと肩を竦めると、奥村が厳しい表情になった。

「秋村さん、ちょっと会議室にいいですか」

「は、はい」

　奥村が先に行くので京子がついていくと、会議室に入るなり奥村はいつも通りすぐに鍵を閉める。

　そして真剣な顔になって京子を見つめてきた。

「何か？」

「今から話す二つのこと、絶対に受け入れてほしいんです」

「え？　なんで拒否したらダメなの？」

「拒否する方が損ですから」

　奥村は眉間に皺を寄せて、ツカツカと京子に近づいてくる。

　まさかただ会議室でセックスしたいだけかと睨むと、彼はにっこり微笑んだ。

「実は、企画部一課が総入れ替えになります」

「未知から聞いたわ」

「話が早い。それで、京子さんは企画部一課の課長になってほしいんですよ」

「課長!?　待って、私役職についたことないから経験何もないんだけど？」

「それでいいんです。部長は経験豊富な人材を引き抜いてくるそうだから、色々と教わるといいと思う。ちなみに、企画の仕事をしていたという人間はほぼいません」

　奥村の提案に京子は目が点になる。

「さっき、未知が一課に配属されることになったって聞いたの。でも、まさか私が課長なんて」

「実力ですよ。人事部に何度も掛け合っていたら、以前の美咲って人の行動が気になったらしくてね。総入れ替えを思いついたそうです。京子さんのことを推してたから、そこで力を発揮してほしいと言われまして。俺は寂しいですけど」

　まるで夢のようなことだった。

　今日の朝、仕事の両立はどうするか決めかねていたのに、彼に相談した途端に物事が動き出した。もちろん、彼が前から働きかけてくれていたせいもあるが、京子の気持ちが見えないから、保留になっていたのかもしれない。

　改めて、奥村に相談して良かったと思った。

「私で本当にいいの？」

「女性が働きやすい職場にしたいんですよね？」

「もちろん！」

「だったら、企画部でどんどん提案していかないといけないと思います」

　奥村に言われて、京子は一気にやる気になった。

　今までだめかもしれないと思い込んでいたが、彼がどんどん後押ししてくれるせいか、気持ちが前向きになっていく。

「私、頑張るから」

「じゃあ、きちんとした辞令は年度末に出るから、それまでは俺の部下でいてくださいよ」

「当たり前じゃない」

「実は俺も、次の辞令で課長に昇進できそうなんです。かなり期待されています」

「すごい！　正！」

「だから……今晩はたっぷり」

「あの……うん」

　京子は伏し目がちにしてオーケーすると、顎を掬われる。

　そのままキスされてしまうと、すぐにでも甘い吐息が漏れた。

「ふあっ……」

「ここでしたい」

「これからお互いに大変なのに？」

「そうです。だって京子さんは今欲しそうだから」

「それは……んっ……」

　舌を絡められて、京子は慌てて口を閉じようとするが強引に割り入ってくる。

「会社じゃ」

「今晩はホテルと家とどっちでしたいですか？」

「そ、それは……家で」

「たっぷり尽くします。だから、ここで。皿洗も洗濯だってしますから」

　奥村が欲しがり欲しがりだと思いつつ、京子は思わず受け入れてしまう。

　けれどはっとして体を離した。

「だめっだめよっ」

「どうしてですか？」

　奥村が子犬のような顔で訴えるので、京子は困ってしまう。

　自分だって今から楽しみたいが、これからお互いに役職がついてしかも課長になるのだ。

　こんなことをしていていいわけがないし、京子たちはこれから社員の見本にならないといけなくなるだろう。

「私たち、自分たちがキチンとしてるところを部下に見せないといけないのよ？」

　しゅんとして奥村が体を離すと、京子はほっとした。

　けれど体は火照り出して、もどかしい思いになる。

「じゃあ、俺は先に戻ります」

「私もすぐに戻るから」

「帰ったら、寝かしませんよ」

「……」

「どうかしましたか？」

　京子は上目で奥村を見つめた。

　ここまでくると、奥村のこともきちんとした付き合いとして、正式に世間から認められたくなる。

「正。私たち、結婚はいつになるのかしら？」

　京子は自分から聞くことになるとは思わず、重たい質問をしたと思って恥ずかしくなった。

　けれど、お互いに役職について忙しくなったら、それこそ婚期を逃してしまう。

　もしかしたら仕事を理由に気持ちが離れるかもしれない。

「今すぐにでも」

　そう言われて、京子は頬を染めた。

「すぐに同棲したかったのは、結婚を意識して欲しかったからです。普段の俺も知って欲しかった。だめな俺でも好きでいてくれるか」

「た、試したの？」

「そういうつもりはないんですけど。普段とのギャップがあり過ぎると言われると思ったので」

　クスッと笑われて、京子は赤面する。

　男性なんてこんなものと割り切って家事を押し付けられても引き受けたり、奥村のことを起こしたりして面倒を見ていたが、彼にとってはそれが重要だったみたいだ。

　もちろん、奥村がそのままの態度でいるわけはないが、そういう一面を知ってほしいという気持ちはわかる。

「正の意地悪。お皿洗い、すごい面倒なんだから。それに私のこと試して」

「すみません。でも、俺のこと嫌わないと思ってました」

「その程度で嫌うわけないじゃない」

　京子は奥村の胸をポンと叩く。

「俺と結婚してください。京子さん」

「本当にいいの？」

　京子は目を潤ませながら聞くと奥村はそっと抱きしめてくれる。

「幸せにします。指輪を週末に見に行きましょう」

「うん」

　京子は涙を溢れさせると、そのまま泣いてしまった。

　奥村からハンカチを借りると涙をそっと拭う。

「俺、先に行きますね」

「私、目が腫れたと思うから少し後から行くわ」

　そう言って、奥村が出ていくと京子はぼんやり会議室で目頭を押さえた。

（私、今までの分も幸せになろう！）
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「あっあっ！」

「京子さん、まだ先端をいじってるだけだ。もうそんなにいいんですか？」

「ちが……私、正の前だと我慢できないの。あっあぁあっ！」

「そんな声出して」

　クスクスと笑われて、京子は赤面した。

　帰宅するなり奥村となだれ混むように寝室に向かってしまうと、すぐにお互いに裸になって、求め合ってしまったのだ。

　その日一日中奥村のことを考えていた京子はたっぷりと蜜を溢れさせて、奥村に触れられる度に体がヒリヒリと鋭敏になっていた。

　先端がピンと尖り、そこへ奥村がむしゃぶりついてくると、京子は体を仰け反らせる。

「あっああぁっ！」

「今日は敏感ですね。待ってましたか？」

「うん……正のことばっかり考えてた」

「それは嬉しいです」

　ちゅぱっと音を立てて吸いつかれて、京子は一気に蕩けてしまう。

　そのままぺろぺろと舌先で舐められていると、足を広げられた。

　そして蜜壺に指をいきなり二本入れられて掻き混ぜられると、京子は思い切り歓喜の声をあげる。

「あっああっ！」

「トロトロですね。欲しがって絡んでくる」

「だって……会議室であんなことするから」

「もちろん、本当は会議室でしたかったんですよ」

　そのままメチャクチャに混ぜられると、京子は恍惚としてしまう。

「あっああっ……指ぃ……」

　もう一本増やされると、三本の指で抜き差しされる。

　グチャグチャと音を立てながら、内壁を擦られ、今にも果てそうになってシーツを引いた。

　京子は嫌々と首を振りながら、快楽に溺れていく。

「あっああっ！　正ぃ……」

「奥が締まってきていい感じです」

「耐えきれな……っ」

　激しく掻き混ぜられると、一気に頂きを昇り詰めてしまう。

「あっああっ！」

　指だけで一度果ててしまうと、京子は腹の奥が疼きだす。

　たっぷりと奥村と繋がったせいか、体の方が素直に反応して京子を戸惑わせるほどだ。

　じゅぷじゅぷと音を立てて混ぜられると、また頂きを昇り始めてしまう。

　京子はたまらず、嬌声をあげた。

「あっああっ！　正っ正っ」

「京子、素直でいいですね」

「だって、最高に幸せだもの」

　京子は告げると、そのまま口付けられる。

「ンンッ……ファ……」

「ぐずぐずですね？」

「もう、何も考えられな……」

　息を乱しながら、京子は悶えた。

　すると、奥村が蜜口にそそり立つ熱をそっとあてがった。

　足を抱えられると、そのままゆっくりと挿入される。

「あっ！」

　一気に貫かれると、京子は頭を真っ白にさせた。

「あっああっ！」

　体を揺さぶられながら、奥村が腰を打ちつけてくる。

　体の奥では猛りが膨張して、内壁を擦り、最奥を思い切り突き上げていた。

　いつもと同じことをしているのに、京子は昂っていて、いつもより乱れて感じていた。

　熱が体の中で蠢くだけでも果てそうになっている。

「あっああっ！」

　京子は一度果ててしまうと、息を乱した。

　猛りを咥え込んだまま呆然として奥村を見つめていると、彼も切ない声をあげながら腰を使う。

「今日はすごく締まる。ナカにもっといたいのに」

「正、私、結婚もすぐにしたい」

「京子……すぐに幸せにします」

「わがまま言ってる？」

「言ってません。京子はそれまで充分我慢したんですから」

　奥村が奥をたっぷりと刺激するので、彼も余裕がなくなり、互いに息を乱すだけになる。

　はあはあと淫靡な息が部屋に響き渡ると、京子は頂きを昇り詰めてしまう。

「あっああっ」

「京子、もう限界です」

「くださいっ」

　その刹那、腹の奥にたっぷりと精が注がれる。

「あっあああっ！」

　思い切り果てると、京子はぐったりしてベッドに身を預けた。

　奥村も京子をぎゅっと抱きしめながら倒れ込んでくると、互いに思い切り抱きしめ合う。

　息を整えながら体温を感じていると、腹の奥がじんわりしてきて京子は恍惚としてしまった。

（子供……できちゃう、とか）

　色々なことが一気に起こりそうで京子は不安もあるが、奥村となら乗り越えていけると思えた。

　彼は自分を大切にしてくれると確信できる。

「京子、まだまだだよ」

「ま、待って」

　抱き起こされると、京子は奥村の上に跨る格好になった。

「自分でやってください」

「そ、それは」

　恥ずかしさでいっぱいになっていると、目の前で奥村の猛りが雄々しくなっていく。

　信じられないと思いつつ、京子はそっとそれを握りさすり出した。

「ちょっ、京子さんっ」

「少し、刺激しないと」

「だめですっ」

　上目で京子は正のことを煽りつつ、男根を刺激して正が悶える様を見つめた。

「や、やめてください。早く京子さんをくださいっ」

「じゃあ、家事してくれる？」

「やりますっ。京子さんのことを一番に考えますっ」

「絶対ね？」

　そう言って、今日は慣れない手つきで蜜口に男根をあてがい、自ら腰を落として挿入していく。

「あっあっ」

「うっくぅ」

　一気に男根が最奥まで到達すると、京子は先ほど以上の快感に酔いしれてしまい、腰を振った。

　自分が動く度に蜜がぬちぬちと音を立てるので羞恥心を煽られ、しかも下から奥村が見つめてくるので恥ずかしい表情を見られているのもたまらない。

「あっああっ」

「京子さんのイキ顔、しっかり見ますからね」

「だ、だめっ」

「それは俺だけの特権でしょう？」

「でもっ」

　悶えているうちに、最奥をズンズン突き上げられて子宮を揺さぶるほどになる。

　京子も自ら腰を揺らしてしまい、止められない。

　奥村と手を繋ぎ、息を乱しながら喘いだ。

「あっああっ……正っ正っ」

「京子さんっ」

　膣壁がキュッと閉まり、猛りを思い切り咥えると、さらに激しく突かれて京子は朦朧とし始める。

　うわ言のように奥村の名前を呼びながら、息を乱して悶え始めてしまう。

「好き……好きぃ……」

「こんなに悶えている京子さんを見れるなんて、幸せです」

「私、すっかり正に躾けられちゃったみたい…」

「俺だって」

　京子は頂きを昇り始めてしまうと、もはや息をするのも精一杯になってくる。

　はあはあと息を乱して、京子は自らの胸を揉んでさらに快感に酔いしれた。

「あっああっ！」

「京子さんっ」

「正っ」

　その刹那、腹の奥にもう一度、たっぷりと精が注がれる。

「あっあああっ！」

　足まで白濁が伝い落ちてきて、京子はぐったりしてベッドに寝転がり、息を乱した。

「さあ、京子さんもう一度です」

「もう一度!?」

　京子は驚いている暇もなく、すぐに横抱きにされて浴室へと連れて行かれると、体を洗われてからたっぷりと愛された。










　＊＊＊










「奥村課長、企画案まとめました」

「ありがとう、午後会議をするから準備してください」

　京子はまとまった企画書を見つめて、真剣に一枚一枚に目を通した。

　新商品を開発するために、四月から大々的な人事異動が行われ、早速仕事がスタートしている。

　京子と奥村は早々に入籍し、結婚式を挙げ、京子の課長としての新生活に備えていた。

　結果的に奥村が言っていた通りの人事異動が行われたため、京子たち夫婦は問題なく生活を送ることが出来ている。

　問題は仕事だ。

　企画案を考えたことがない人がほとんどなので、京子も毎日が手探りだった。

（どうしようかしら、今日もみんなの意見をまとめるだけでいいのかしら）

　京子が悩んでいると、奥村からメールが届いていた。

　なんだろうと読んでみると京子は目を疑った。






『京子さんのやりたいようにやってみたらいいんじゃないですか』






　そんなバカなと思う反面、京子はそれがしたい為に会社に残ったことを忘れていた。

（そうよね。会社の顔色ばかり伺っていたらだめよ）

　京子はそう心に決めると、今回の会議で何か一つ企画を決めようと強く決意した。

　それが出来るのは奥村が心の支えになっていてくれ、困った時には助けてくれるからだろう。

　彼がいるから、会社でも自分の意見を言えるようになった。

　時には課長として失敗もあるし、未熟だと痛感する時もあるが、家に帰ると奥村と一緒に仕事の話をして疑問を解消したりする。

　初めてだから尻込みすることも多いが、奥村がいるせいか心の奥では安心感がある。

　女性の昇進は今までは叶わない夢だと思っていた。

　社内恋愛だって同じく、結婚も出来ないと決めつけていたこともある。

　でも、あの日、初めて婚活パーティーに行った時に奥村と偶然出会ったことで全て動き出した。結婚も仕事も思ったようになったことは驚きだが、自分が願ったことだ。

　ここで尻込みしていてはせっかくのチャンスが逃げてしまう。

　京子は奥村に向けて『やってみる』とメールを送ると不思議と今までにない勇気が沸々と湧いてきて、曇っていた気持ちも晴れてきた。
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